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平成２９年陸別町議会３月定例会会議録（第３号）

招 集 の 場 所 陸 別 町 役 場 議 場

開 閉 会 日 時 開会 平成29年３月 9日 午前10時00分 議 長 宮 川 寛

及 び 宣 告 延会 平成29年３月 9日 午後３時 6分 議 長 宮 川 寛

応（不応）招議 議席 出席等 議席 出席等
員及び出席並 氏 名 氏 名
びに欠席議員 番号 の 別 番号 の 別

出席 ８人 １ 中 村 佳 代 子 ○ ８ 宮 川 寛 ○

欠席 ０人 ２ 久 保 広 幸 ○

凡例 ３ 多 胡 裕 司 ○

○ 出席を示す ４ 本 田 学 ○

▲ 欠席を示す ５ 山 本 厚 一 ○

× 不応招を示す ６ 渡 辺 三 義 ○

公▲○ 公務欠席を示す ７ 谷 郁 司 ○

会議録署名議員 久 保 広 幸 多 胡 裕 司

職務のため議場に 事務局長 主任主査
出席した者の職氏名 吉 田 功 吉 田 利 之

法第１２１条の規定 町 長 野 尻 秀 隆 教 育 長 野 下 純 一

により出席した者の 監 査 委 員 飯 尾 清 農業委員会長（議員兼職） 多 胡 裕 司

職氏名

町長の委任を受けて 副 町 長 佐 々 木 敏 治 会 計 管 理 者 芳 賀 均

出席した者の職氏名 総 務 課 長 早 坂 政 志 町 民 課 長 ( 芳 賀 均 )

産業振興課長 副 島 俊 樹 建 設 課 長 高 橋 豊

保健福祉センター次長 丹 野 景 広 国保関寛斎診療所事務長 ( 丹 野 景 広 )

総 務 課 参 事 高 橋 直 人 総 務 課 主 幹 空 井 猛 壽

教育長の委任を 教 委 次 長 有 田 勝 彦

受けて出席した者の

職氏名

農業委員会会長の 農委事務局長 棟 方 勝 則

委任を受けて出席し

た者の職氏名

議 事 日 程 別紙のとおり

会 議 に 付 し た 事 件 別紙のとおり

会 議 の 経 過 別紙のとおり
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◎議事日程

日程 議 案 番 号 件 名

１ 会議録署名議員の指名

２ 議案第１７号 平成２９年度陸別町一般会計予算

３ 議案第１８号 平成２９年度陸別町国民健康保険事業勘定特別会計予算

平成２９年度陸別町国民健康保険直営診療施設勘定特別会計
４ 議案第１９号

予算

５ 議案第２０号 平成２９年度陸別町簡易水道事業特別会計予算

６ 議案第２１号 平成２９年度陸別町公共下水道事業特別会計予算

７ 議案第２２号 平成２９年度陸別町介護保険事業勘定特別会計予算

８ 議案第２３号 平成２９年度陸別町後期高齢者医療特別会計予算

◎会議に付した事件

議事日程のとおり
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開議 午前１０時００分

────────────────────────────────────

◎教育関係行政報告

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） 教育長から行政報告の申し出があります。

野下教育長。

○教育長（野下純一君）〔登壇〕 陸別中学校における学級閉鎖について報告申し上げま

す。

昨日、陸別中学校３学年におきまして、発熱による欠席者が２名、うち１名がインフル

エンザＡ型と診断されました。また、登校後の段階で発熱のため早退した生徒が４名、午

前中に早退した生徒が１名、ほかに４名の生徒が体調不良を訴える状況に至りました。さ

らに昨日は公立高校の面接日でありましたが、うち受験者１名が会場で発熱したとの連絡

があり、その後の受診の結果、インフルエンザＡ型というふうに診断されております。２

１名の学級のうち発熱を含めた罹患率が半数以上ということとなったため、給食終了後か

ら今週、土曜授業がある１１日までを学級閉鎖とすることを決定し、下校させるとともに

家庭での留意事項及び指導のお願いを配布しております。

以上、学級閉鎖に係る報告といたします。

────────────────────────────────────

◎開議宣告

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） これより、本日の会議を開きます。

────────────────────────────────────

◎日程第１ 会議録署名議員の指名

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、２番久保議員、３番多胡議員を指名します。

────────────────────────────────────

◎日程第２ 議案第１７号平成２９年度陸別町一般会計予算

◎日程第３ 議案第１８号平成２９年度陸別町国民健康保険事業勘定

特別会計予算

◎日程第４ 議案第１９号平成２９年度陸別町国民健康保険直営診療

施設勘定特別会計予算

◎日程第５ 議案第２０号平成２９年度陸別町簡易水道事業特別会計

予算

◎日程第６ 議案第２１号平成２９年度陸別町公共下水道事業特別会

計予算
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◎日程第７ 議案第２２号平成２９年度陸別町介護保険事業勘定特別

会計予算

◎日程第８ 議案第２３号平成２９年度陸別町後期高齢者医療特別会

計予算

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） 日程第２ 議案第１７号平成２９年度陸別町一般会計予算から日

程第８ 議案第２３号平成２９年度陸別町後期高齢者医療特別会計予算まで、７件を一括

議題とします。

提案理由の説明を求めます。

野尻町長。

○町長（野尻秀隆君）〔登壇〕 議案第１７号平成２９年度陸別町一般会計予算ですが、

歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ４５億５,９２２万６,０００円と定めるもので

あります。

続きまして、議案第１８号平成２９年度陸別町国民健康保険事業勘定特別会計予算です

が、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ５億１０４万円と定めるものであります。

続きまして、議案第１９号平成２９年度陸別町国民健康保険直営診療施設勘定特別会計

予算ですが、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ３億１,４３４万９,０００円と定

めるものであります。

続きまして、議案第２０号平成２９年度陸別町簡易水道事業特別会計予算ですが、歳入

歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１億８,１９９万８,０００円と定めるものでありま

す。

続きまして、議案第２１号平成２９年度陸別町公共下水道事業特別会計予算ですが、歳

入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１億９,２６９万３,０００円と定めるものであり

ます。

議案第２２号平成２９年度陸別町介護保険事業勘定特別会計予算ですが、歳入歳出予算

の総額は、歳入歳出それぞれ２億８,７７５万円と定めるものでございます。

続きまして、議案第２３号平成２９年度陸別町後期高齢者医療特別会計予算ですが、歳

入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ４,１３３万１,０００円と定めるものでございま

す。

以上、議案第１７号から議案第２３号まで、７件を一括提案させていただきます。

内容につきましては、副町長から説明申し上げますので、御審議のほどよろしくお願い

申し上げます。

○議長（宮川 寛君） 佐々木副町長。

○副町長（佐々木敏治君） それでは、議案第１７号から議案第２３号まで一括して御説

明を申し上げたいと思います。

まず１ページをお開きください。



― 5 ―

議案第１７号平成２９年度陸別町の一般会計予算は、次に定めるところによる。

歳入歳出予算。

第１条第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳

出予算」による。

債務負担行為。

第２条、地方自治法第２１４条の規定により債務を負担することができる事項、期間及

び限度額は、「第２表債務負担行為」による。

地方債。

第３条、地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債の

目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第３表地方債」による。

一時借入金。

第４条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額

は、１０億円と定める。

歳出予算の流用。

第５条、地方自治法第２２０条第２項ただし書きの規定により歳出予算の各項の経費の

金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

第１号、各項に計上した給料、職員手当及び共済費（賃金に係る共済費を除く）に係る

予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用。

それでは、まず資料のナンバー１７をお開きください。

資料ナンバー１７は、２９年度の一般会計の各課別歳入歳出予算資料であります。２９

年度と２８年度の比較、歳入歳出それぞれございますが、２９年度においては、総務課に

おいては、歳入が３０億４,２４３万９,０００円、歳出が２１億２,７４８万９,０００円

で、差し引き９億１,４９５万円の収入が増となっています。

それから町民課については、４億９,０９８万３,０００円の歳入ですが、歳出が３億７

７１万９,０００円、１億８,３２６万４,０００円の収入の増と。

保健福祉センター、３億４,６４６万５,０００円の歳入、歳出が６億２,７８９万６,０

００円ということで、歳入が２億８,１４３万１,０００円の不足と。

産業振興課につきましては、２億７,５９０万９,０００円の歳入、歳出が５億９,６５

２万８,０００円で、差し引き３億２,０６１万９,０００円の歳入不足。

建設課、歳入が３億７,９２１万２,０００円ですが、歳出が６億６,２８２万３,０００

円で、２億８,３６１万１,０００円の歳入の不足と。

教育委員会は、歳入が２,０９８万７,０００円で、歳出が１億９,１９０万６,０００

円、差し引き１億７,０９１万９,０００円の歳入不足と。

農業委員会については、歳入が３２３万１,０００円、歳出が６１１万６,０００円とい

うことで、２８８万５,０００円の歳入の不足。

議会は、歳入はございません。３,６２１万６,０００円であります。
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監査についても歳入はございません。２０３万１,０００円。

選挙管理委員会は、５０万２,０００円の歳出でございます。

下に３点ほど書いてございますが、１の歳入歳出差引額で、総務課と町民課は一般財源

が主なものであります。それ以外の保健福祉センターから農業委員会については、特定財

源となるものでして、総務課については、御存じのとおり、地方交付税ですとか、国の交

付金が主なものになります。町民課については、町税関係が主な一般財源ということにな

ります。

２の歳入においては、主な基金繰入金は総務課で計上しておりますし、３の歳出におい

ては、総務課で特別職、一般職の人件費、基金積立、特別会計への繰出金、消防費、公債

費などを計上しております。これは前年度も同じ考え方でございます。

それでは、予算書の歳出、３８ページをお開きください。

３８ページ、歳出であります。

まず人件費につきましては、１６５ページから１７０ページに給与費明細書がございま

す。

それから資料ナンバー６９には科目別の職員数調べ、人件費の当初計上額であります

が、つけておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

まず１款議会費でありますが、議会費につきましては、２９年度においては５,４６３

万４,０００円の計上であります。議員８名、職員二人に係る人件費、それから議会に係

る活動の予算を計上をしておりまして、報酬から、次のページの１９節までは例年どおり

の計上であります。

それから、２款の総務費１項総務管理費１目一般管理費、２億５,２６５万４,０００円

の計上でありまして、前年度と比較しますと１,１９２万７,０００円ほどの増となってお

ります。主な要因とすれば、給料と手当で１,０５７万５,０００円、職員人件費の増であ

りますし、１８節、１９節で７８７万９,０００円の増。共済費、旅費、需用費、委託

料、使用料及び賃借料で６６０万３,０００円ほど前年度より落ちているという主な要因

となっております。

給料から、次、４３ページ使用料及び賃借料までは例年どおりの計上であります。

４４ページに移ります。

まずここで複写機使用料５２３万１,０００円ということで、前年度より１２７万８,０

００円ほど減額になってございます。これは関連がありますが、１８節の備品購入費、事

務用備品で４２１万８,０００円の予算を上げてます。これはカラー印刷機１台とパソコ

ン１台を計上しておりまして、新年度においてはカラー印刷機１台を購入したいと、そう

いう考え方で予算計上しておりまして、現在はコピー機が各課にございますが、そのコ

ピー機でカラー印刷をしておりまして、コピー量が例年ふえていますが、このカラー印刷

機を導入することによってコピー機の使用料が減ってくると、そういうことで今回予算を

計上しているところであります。
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それから１９節２,９１６万４,０００円。負担金の中で、北海道自治体情報システム協

議会２,５４５万７,０００円ですが、これについては資料ナンバー１９をつけております

ので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

それから、地方公共団体情報システム機構１５９万７,０００円。これは御存じのとお

り、マイナンバー制度における中間サーバー整備の負担金、それから通知カード、個人番

号カードの委託負担金、それから機構への負担金が主な内容であります。

それから、北海道電子自治体共同運営協議会６３万円。これは道内の全市町村が、一部

事務組合も含めてですが、加入しております。ここで、加入団体は１８６団体ございます

けれども、インターネットのセキュリティーの対策強化ということで共同実施をしており

ます。その負担金、共同システム負担金が６３万円ということであります。

２目の文書広報費４,５４８万６,０００円で、３４１万円ほど前年度よりふえておりま

すが、９節の旅費から１４節の使用料までは例年どおりの計上でありますけれども、その

うち需用費で消耗品８２万円、この中には、実は管内市町村の順番で実施しております

が、人権擁護委員の啓発活動、２９年度陸別町が当番で実施することになります。人権擁

護委員の花運動とか啓発用の消耗品など、この８２万円の中に、８０万２,０００円が含

まれております。なお、これの歳入については、後ほど説明しますけれども、８０万円ほ

ど補助金として入ってくることになります。

それから１５節の工事請負費３,７４９万８,０００円、機器更新工事でありますが、資

料ナンバー２０をお開きください。

資料ナンバー２０は、防災行政無線愛の鐘の整備事業でありまして、年度別事業費の２

９年度、まずデジタル無線設備で役場庁舎１,１２１万円、それから、簡易中継局として

恩根内に１基１,６７９万円、屋外子局、市街地で栄町地区に６７２万円の１基を設置し

たいということで予算を計上しております。なお、②として既存設備更新のポイントでご

ざいますが、これは伝搬調査などの結果から５点ほどございますが、まず役場庁舎からの

電波では栄町、小利別、上斗満の屋外子局が不感となるということ。それから不感の解消

方法として、恩根内に中継局１基を、簡易中継局を設置するということ。それから小利

別、上斗満以外のパンザーマストは耐用年数を経過しているために新品に交換するという

こと。それから、栄町、緑町、旭町は音響改善のため、現在の位置から移設するというこ

と。音響改善のため、屋外子局を新たに若葉町内にも設置を、増設をするという内容であ

ります。これは今後の計画の中に入ってきます。

それでは、予算書４５ページにお戻りください。

備品購入費ですが、３０万３,０００円。これは取材用の、広報用のカメラでして、１

６年度に購入したものですけれども、その更新ということになります。

次のページ、３目財政管理費は印刷製本費ですが、予算書８０部の印刷。

４目会計管理費、需用費、印刷製本費は決算書の印刷８０部でございます。

５目財産管理費１億７,９２４万９,０００円の計上であります。比較して５,８１３万
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９,０００円ほど増となっておりますが、まず課別でいきますと、総務課においては庁舎

管理、財産、公共福祉館等の管理、基金の管理、公用車、バスなどの維持管理費、りくべ

つ鉄道の委託料も含みますけれども、９,８７７万９,０００円の計上になります。それか

ら町民課は、地籍図、テレビ中継局、地デジ、光ケーブル関係で７,５６８万８,０００円

の計上。教育委員会は、タウンホール関係の管理ですが、４７８万２,０００円ほどの計

上で、合わせて１億７,９２４万９,０００円の計上となります。

９節旅費から１２節役務費までは例年どおりの計上であります。

１３節委託料で６,１７８万３,０００円。まず一つ目の施設設備保守管理１３５万１,

０００円については、地デジ再送信設備であります光ケーブル設備の保守点検、これが内

容であります。

それから施設設備等改修１,２１５万３,０００円。これの中身としては、役場庁舎３階

のブラインドの交換業務、それから光ケーブル、電柱の取りつけがえですが、北電とＮＴ

Ｔの電柱合わせて１３５本、１,００１万２,０００円が内容、この中に含まれてございま

す。

その下の施設周辺整備については、３６７万８,０００円は、りくべつ鉄道への維持管

理費の委託金となります。

次のページになります。

実施設計９９６万円。これは移動通信用鉄塔設備関係の調査でございまして、上陸別地

区に１基設置する予定でありますが、調査設計費になります。内容としては、調査設計費

が７５０万円、工事施工管理業務が２４６万円となっております。

その次一つ飛んで、コミュニティバス運行６５３万７,０００円です。これは昨年の１

１月から実証実験をしておりまして、１月末で約４００名の方の利用がございます。いろ

いろな意見がございまして、それらを含めて資料ナンバー２１をお開きください。

資料ナンバー２１です。

これはコミュニティバス市街線の路線図でありまして、改訂案ということになっており

ますが、まず一つ目は右側に共栄若葉方面停留所がございます。１として大通りの停留所

を一つ設けております。それからその下に３行ほどございます。利用者からの意見に基づ

く改善点ということでございますが、車両のコミバスの文字をまず大きくすることが１

点。それから２点目として、現在は停留所での乗降になりますけれども、それ以外に運行

経路上で手を挙げていただければ、危険でないところではとまれると。したがって運行経

路上での乗降、手を挙げて運転手さんがわかればとめてもらうという、そこで乗降できま

す。それプラス停留所の乗降と、そういうふうに要望がございましたので、そういうふう

にしていきたいと思っております。それから運行経路の延長ということで、新町方面につ

いては佐々木林業まで、栄町については大谷さん宅前までを延長して、大通り、妙法寺さ

ん前に停留所を設置をするということで今考えてございます。

それから郊外線については、従来曜日指定でやっておりましたけれども、毎日予約制で



― 9 ―

運行していきたいと、そういうふうに考えております。ただ、これが決定ではなくて、こ

ういう考え方で新年度もいきますけれども、その都度皆さんからまた御意見等があれば、

改善できるのは改善していきながら、利用しやすいコミュニティバスの運行に努めていき

たいなと、そのように思っております。

それでは、予算書４８ページにお戻りください。

４８ページです。

庁舎管理から施設周辺整備までは、例年どおりの計上でありまして、タウンホール管理

で、設備補修管理で９４万８,０００円。これは舞台設備の保守点検と２年に１回実施し

ております移動観覧席の整備、保守点検がございます。それを合わせて９４万８,０００

円であります。

１４節については例年どおりの計上で、１５節工事請負費。工事請負費で４,６９６万

５,０００円ですが、まず福祉館改修、これについてはトラリ交流センターの木目の塗装

と外壁の割れ目がございますので、それの補修と、そういうことで見ております。

次のページになります。

旧陸別駅構内施設改修、これはりくべつ鉄道の関係ですが、構内の３番線の改修を予定

しております。これは商工会の要望もございまして、６０１万２,０００円であります。

それから、その下の通信基盤整備３,９２１万２,０００円ですが、これは先ほども説明

しました上陸別地区に１基、移動通信用鉄塔を設置する工事請負費でありまして、上陸別

地区の住宅地の携帯電話の不感解消が目的でございます。資料ナンバー２２をつけており

ますので、箇所図などですが、後で御参照をいただきたいと思っております。

あわせて上陸別地区に設置する移動通信用鉄塔の関連予算でいきますと、１７節の土地

購入費７万７,０００円。土地として１,５２８平方メートル。それから、その下の備品購

入費で一番下の機械器具７０２万円。これは鉄塔用ですが、この土地購入費と機械器具、

これが移動通信用鉄塔の予算となります。それにあわせて先ほど説明した委託料９９６万

円。それで合わせまして５,６２６万９,０００円の予算となります。

それから管理用備品で４２２万４,０００円ございます。これは内容とすれば、庁舎内

の事務用の椅子１１脚、それと金額は少額ですけれども、応接用のスタンド式の扇風機、

この庁舎ができたときからあって、もう首が曲がっている状態で使い物にならないという

ことで更新を考えています。

それから、タウンホール用の備品関係ですが、２９年度、３０年度の２年計画で更新を

考えておりまして、２９年度においては椅子１００客、テーブル２０台、椅子用台車が４

台、これらを見てございます。その下の公用車２９万９,０００円ですが、これは２８年

度までリースをしておりました日産クリッパーですが、５年経過しておりますけれども、

これを購入をしたいということであります。

２５節の積立金３,２６７万４,０００円。これは基金への積み立てですが、主に基金の

利子の積み立てになります。それで５１ページのいきいき産業支援基金積立金で２,９８
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５万３,０００円を見ておりますが、この内訳としては、優良家畜導入貸付金、定時償還

分、これは歳入で出てきますけれども、それが２,４５３万２,０００円。それから農業用

機械貸付収入が４５４万６,０００円となります。それと利子分で７７万５,０００円です

が、特に今回おわびをしなければならないのは、農業用機械貸付収入ですが、４５４万

６,０００円と申し上げましたけれども、実は２８年度の今回、本来は歳入で見ておりま

すけれども、２９年度予算では２５４万６,０００円の歳入を見ております。そこで２０

０万円ほど差がございますが、実は貸付収入がふえて、もう既にお金は入ってございます

けれども、実はそれを３月補正で失念しまして、その２００万円を上乗せしなければなら

ないということで、今回４５４万６,０００円にしております。なお、この不足している

２００万円については、一般財源ということで繰越金の中に含んだ形で、それを積むとい

うことになります。今後このようなことがないように注意をしていきたいなと、そのよう

に思っております。

６目町有林野管理費２,０７７万５,０００円。前年度より１,２４８万１,０００円ほど

落ちております。なお、町有林野管理事業の修正版のナンバー２３－１に管理事業収支一

覧、それから２３－２に実施箇所図をつけておりますので、後ほどごらんをいただきたい

と思います。

４節からは、１１節までも例年どおりの計上ですが、７節賃金において、１８４万２,

０００円ですが、この中にはヤツバキクイムシの被害木調査ということで、２０人工分も

この中で見てございます。

次のページですが、役務費になります。

森林環境保全整備事業、町有林で７３９万３,０００円ほど見てございますが、この中

でヤツバキクイムシ被害として特殊地拵、それから準備地拵３.０４ヘクタール分もこの

中に含まれてございます。

１３節委託料では、野そ駆除７６万６,０００円。これは空中散布２回分ですが、３９

３.６ヘクタール。その下の森林現況調査業務は町有林拡大事業に係る委託金でございま

す。

１４節から２７節までは例年どおりの計上であります。

７目企画費７,４２９万２,０００円の計上ですが、これも３課に分かれておりまして、

まず総務課でいけばトータルで７,１９７万９,０００円になります。そのうち企画財政室

所管事業については３,９５５万５,０００円、チャレンジプロ所管事業では３,２４２万

９,０００円、合わせて総務課は７,１９７万９,０００円です。それから、産業振興課関

係でいきますと、商工振興の所管事業で１７７万９,０００円。建設課所管でいきます

と、建築担当の太陽光発電事業５３万４,０００円が課別の主な内容になります。

それから、まず報酬は、まちづくり推進会議委員１０名分の報酬。それから、報償費１

１万６,０００円については、地方版総合戦略検討会の１６人２回分であります。

それから１１節需用費の中で、印刷製本費２万３,０００円。これはふるさと納税促進
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事業における封筒の印刷であります。

それから１１節、１２節、１３節、１４節につきましては、ちょっと暮らし住宅２戸、

モデル住宅１戸、旭町の森林管理署のアパート２棟８戸分、それから移住研修センター共

有スペース、食堂分などの維持管理費が１１節、それから１２節、１３節、１４節の主な

内容になってございます。

次のページ、役務費の通信運搬費ですが、４７万４,０００円。この中には陸別町東京

事務所の電話代５万円を含んでございます。その下の広告料１０４万９,０００円につい

ては、十勝バス２台のラッピングバスの広告料でございます。それから手数料の中で決済

システム利用１５万５,０００円。これはふるさと納税促進事業のシステム利用でありま

して、インターネットのヤフークレジット決済システム利用料であります。一応実施は７

月からということで考えてございます。

１３節委託料の中で、施設設備等改修１１万８,０００円。これは東１条のちょっとぐ

らし住宅のトイレの苦情がございまして、ウォシュレットトイレに交換をするという業

務。新農林業人材発掘プログラム４８９万３,０００円については、２８年度も実施して

おりますけれども、都市圏からの大学生を受け入れしまして、酪農、林業などの体験と町

の施設、歴史ですとか、町民との交流、そういったことを実施しておりますが、今年度も

実施する予定であります。

５５ページ一番上のふるさと納税業務委託６５４万９,０００円については、資料ナン

バー２４をつけておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

空き家調査３７８万４,０００円。これは資料ナンバー２５をつけておりますので、後

ほどごらんをいただきたいと思いますが、これは２７年度からの池北三町の連携事業とし

てスタートしまして、２８年度は所有者へのアンケート調査などを実施しています。２９

年度においては、その空き家の利活用ですとか、相談会、そういったものとあわせて庁舎

内の体制づくりなどを検討していきたいということでございます。

それからＰＲ動画作成３９９万６,０００円ですが、これは昨年実施しましたりくべつ

の夏の動画でありますが、それを２８年度に実施しました。キャストは西田藍さんです

が、２９年度は、今度は陸別の冬の作成を考えてございます。キャストとして同じく西田

藍さんを予定してございます。

それから１４節使用料の中では、賃借料で１００万１,０００円。これは旭町のアパー

ト２棟分。

工事請負費２６６万８,０００円、住宅改修。これにつきましては、恩根内のちょっと

暮らし住宅の押し入れのカビがひどいということで、利用者から指摘がございまして、見

てみますと屋根のぬきの損傷がひどくて、そこから雨漏りをしているということで、その

改修であります。

１９節の負担金から次のページの道の駅連絡会までは例年どおりの計上でありまして、

地方創生推進交付金事業負担金４６０万円。これについては、資料ナンバー２６をつけて
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おりますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。なお、池北三町連携事業につい

ては、国の交付金２分の１を使って継続事業として３２年度までやる、実施する事業であ

りまして、食の販売力強化チャレンジ事業、それから観光商品力強化の魅力創出チャレン

ジ事業、あわせて十勝広域連携事業、これも国の交付金２分の１を使いまして１０万円ほ

ど見てございます。

一つ飛んで、通学定期差額補助事業９３３万８,０００円。これは高校生の通学定期の

補助でありますけれども、足寄高校１６名、本別高校８名、北見市内１２名、訓子府１名

合わせて３７名分の補助事業でございます。

一つ飛んで、とかち東北部移住サポートセンター負担金１５３万４,０００円。これも

池北三町の連携事業でして、国の交付金を活用してございます。２８年度の継続事業でし

て、嘱託職員２名分の人件費、それから事業費、運営費などが内容でございます。

補助金、移住定住促進住宅建設等補助１,４００万円。住宅新築の助成と住宅改修の２

分の１以内の補助でありまして、まず一般住宅については、一応、１平米当たり１万円の

２００万円を限度にということで１戸分、それから子育て世帯ということで１平米１万

５,０００円で３００万円を限度として１戸、それから２世帯住宅１平米２万円で４００

万円を限度にして１戸分、住宅新築については３戸分、それから住宅改修については２分

の１以内の補助で１戸５０万円を限度にして１０戸分５００万円、合わせて１,４００万

円を見ております。

なお、資料ナンバー２７－１をお開きください。

２７－１は一応、交付要綱の概要でございます。

まず第１条、目的はここに記載のとおりであります。陸別町の定住人口の確保を図るた

め、陸別町に移住・定住する者を住宅取得を奨励するための措置とあわせて町の活性化に

寄与すると。

定義として第２条、定住、住宅、新築、中古住宅、住宅取得、住宅改修、新規移住者、

町内在住者、一般世帯、子育て世帯、二世帯についての定義をしてございます。

それから補助要件としては、ここに１号から…これ３号が２号ですね。それから４号が

３号になります。それで新築の場合は、一応、居住部分の床面積が５０平米以上で、建築

費用が５００万円以上のものと、用地取得費を除いております。それから、中古住宅につ

いても同様の面積でございます。なお、中古住宅購入に当たっては、建築から３年以内の

物件で３親等以内の親族からの購入は除くと。補助金の交付対象はここに記載のとおりで

ございます。

補助対象ですが、新築の住宅と中古住宅の購入、住宅改修に要した費用については、ト

イレなどの水洗化、合併浄化槽の施工に係る費用も含むという内容でございます。それか

ら除外するもの、２７－２でございますが、外構に係るもの、工事。それから壁、床、天

井のいずれにも固定されない物品の設置に要した費用ですとか、他の助成制度などを対象

とした費用。それから補助金の額は先ほど説明したとおり、ここに記載のとおりでござい
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ます。

なお、この（１）、（２）、（３）の下の米印がございますが、実は私もちょっと頭が

悪くて忘れていたのですが、昨年の６月に定例会で議決をいただきましたが、小規模企業

の振興基本条例を制定しておりますので、そういう地元の経済の活性化も含めるというこ

とでございますので、このいずれも町外業者は、この行をカットをしていただきたいと思

います。まずは地元の業者にお願いをするということにしますので、基本は小規模企業振

興基本条例に基づくということで、町外業者の部分をカットするということになります。

削除してください。

ここで申しわけないのですが、今回この定例会において、説明資料において修正などが

多々あったというふうに思っておりますので、その辺深くおわび申し上げたいというふう

に思っております。

第６条は事業の採択関係、ここに記載のとおりでありまして、第７条が補助金の交付申

請。提出書類を２７－３で記載をしております。

それから第８条、補助金の交付決定通知、９条交付請求と、１２条で補助金の交付決定

の取り消し及び返還と。取り消しについては、ここに記載のとおりの内容で考えてござい

ます。

２７－４では、ただし書きがございます。これは減免規定でございますが、これは火災

ですとか、災害によった場合、こういった事情が想定されるのかなと、そういうふうに

思っております。実施としては２９年度の４月、今年の４月１日から実施したいというこ

とでありますが、これは町長の政策的なものもございますので、任期中、３１年３月３１

日までの時限立法ということで今考えているところでございます。

それでは、予算書の５６ページにお戻りください。

５６ページ、まちづくり事業については６００万円。これは空き家解体とまちづくり補

助金、それぞれ３００万円ずつ。

それから５７ページ、交付金で東京事務所開設事業５１万９,０００円ですが、これは

御存じのとおり、昨年１１月にエイデル研究所に事務所を開設しました。それに新年度に

おいては、その担当者１２名に係る人件費分を見てございます。これについては会社にも

了解をいただいて、２９年度からは５１万９,０００円と先ほど説明しました電話代５万

円、合わせて５６、７万円ぐらいの負担をするということになります。

一つ飛んで、地域交通利用促進事業３００万円。これは２７年度から十勝バス、北見バ

ス利用者について３分の２の運賃助成をしておりますが、その３分の２の利用の助成に

よって、バスを利用される皆さんが、いいことにふえてきております。したがって前年度

よりも予算をふやしております。参考までに、２７年度は大体延べ人員で１,７８５人で

ありましたけれども、２８年度においては２,０９５人ぐらいの延べ人員になっている

と。したがって当町も公共交通がこれしかないものですから、やっぱり町民の皆さんの利

用促進というものを第一に考えていきたいと思っておりますので、この３分の２の運賃の
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助成については継続をしていきたいなと、そのように思っております。

８目公平委員会費、９目交通安全対策費については例年どおりの計上ですし、５８ペー

ジの１０目諸費についても例年どおりの計上です。

それから５９ページの１目交流センター管理費。これは資料ナンバー２８をつけており

ますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

それから６０ページになります。６０ページ一番上、し尿等汲取１１０万７,０００

円。後ほど説明しますが、道の駅のトイレ改修を予定しておりまして、その仮設トイレ設

置に伴うくみ取り料でございます。男性用は大小兼用の３個、女性用は３個でございま

す。

その下の食品衛生法の営業許可申請、金額は少ないのですが、１万７,０００円。それ

から二つ飛んで食品衛生賠償保険１万１,０００円。これは５年ごとの更新の手数料でご

ざいます。

１５節で１,５０２万５,０００円。先ほど説明した道の駅のトイレの改修工事でありま

す。現在、男性用は小が４で、大が２ございます。洋式と和式１個ずつでございます。女

性用は和式が３、洋式が１ですが、改修後は、男性用は、小のほうは同じでございます

が、大のほうを洋式２個のウォシュレットトイレにすると。それから女性用については、

１個ふやして５個にしまして、全て洋式でウォシュレット式のトイレと考えてございま

す。なお、工期については８月下旬から１０月ということで考えてございます。これは関

係する機関、運営会議等で協議をいただいて、予算措置をしているところでございます。

それから１２目の銀河の森管理費、これについては資料ナンバー２９がございますの

で、後ほどごらんをいただきたいと思います。なお予算の７,０６２万円の内訳として

は、天文台については４,８０３万１,０００円。銀河の森専用水道については４１４万

円。コテージ村関係については１,８４４万９,０００円の予算であります。各施設それぞ

れ維持管理費が主な内容でありまして、報酬から給料、手当、共済費、次のページ、役務

費までは例年どおりの予算計上であります。

１３節委託料で３行目に施設設備等改修３４１万２,０００円がございますが、この中

には金額は少ないのですが、天文台の身体障がい者トイレの改修、給水管切りかえ、女子

トイレの給水管の切りかえ、それから総合観測室、天井の雨漏り補修、そういったものが

含まれてございます。それからこの中には、銀河の森専用水道の用水流量計の更新２３０

万９,０００円もこの中に含まれてございます。

次のページ、４行目のコテージ村管理１,２２３万７,０００円。うれしいことですが、

１２月定例会の補正でもお話しして、３月にもお話ししましたが、利用者が伸びてきてお

ります。２８年度当初では７７０棟で３０.１４％の稼働率でしたが、２９年度、今回は

８９２棟ということで、３４.９％の稼働率、４.７％の上昇ということで、コテージ村の

利用がふえているということで、これは歳入にも影響してきます。

それから１５節工事請負費１８４万１,０００円、施設設備改修。これは天文台の展示
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室、総合観測室の照明ＬＥＤ化工事、それと１０人用コテージのＬＥＤ化工事でございま

す。

それから、備品購入費、管理用備品で１３３万２,０００円。これは天文台の案内説明

用のパソコン１台、それからプラネタリウム番組が１組、おもしろ科学イベント用のヘリ

ウムガスボンベ一式、コテージ用の大型ストーブ、ＩＨクッキングヒーター２台が内容で

ございます。

次のページ、６５ページですが、１３目地域活性化推進費３,１６３万３,０００円であ

ります。これは資料ナンバー３０をつけておりますので、後ほどごらんをいただきたいと

思いますが、ここは主にチャレンジプロの関係でございます。資料にもございますが、

チャレンジプロで３,０９３万円。その内容としては、活性化推進専門員の関係の予算。

それから、ミネラルウオーター３万本の製造委託、木炭開発事業、薬用植物研究がござい

ます。なお、この薬用植物研究事業の中には、２９年度において、地域の皆さんによる研

究会的なものを設立したいと、そのように思ってございます。それと地域おこし協力隊５

名分の予算２,１３７万１,０００円を見ておりまして、商工観光推進員、それから新事業

支援推進員、商工支援推進員、酪農支援推進員、この４名について募集をしているところ

でありますが、あと産業振興、現在います産業振興推進員、これらの経費が主な内容でご

ざいます。

それから次のページにいきまして、１３節委託料で２３３万８,０００円を見ておりま

すが、６７ページにございますが、ミネラルウオーター製造、３万本の委託製造でござい

ます。

それから、先ほど説明しました地域における有志の研究会ということで、薬用植物研究

事業、１９節で１０万円の交付金を見てございます。

１４目の企業誘致対策費は例年どおりの計上であります。

次のページ、２項の徴税費、１目の税務総務費。これは職員の人件費と７節以下２３節

までは、例年どおりの計上であります。

２目賦課徴収費についても例年どおりの計上であります。

７０ページ、１９節で十勝圏複合事務組合２０万７,０００円。これは十勝税滞納整理

機構への負担金でございますが、引き継ぎする内容につきましては、町税関係で１００万

２,１２２円。６人分の引き継ぎとなります。町民税、固定資産税、軽自動車税が内容で

ございます。

３項の戸籍住民基本台帳費については、例年どおりの計上でありまして、７１ページ１

９節では、４４３万６,０００円。これは住基ネットのサポート負担金、それから戸籍の

電算化システムに係る保守料でございます。

それから７２ページ、４項１目選挙管理委員会費、２目選挙啓発費については例年どお

りの計上。

５項の統計調査費、指定統計調査費については、５年ごとの就業構造基本調査が主な内
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容でございます。

７４ページ、６項監査委員費につきましても例年どおりの計上。

○議長（宮川 寛君） ストップしてください。

休憩に入ります。

１１時１０分まで休憩いたします。

休憩 午前１０時５４分

再開 午前１１時０９分

○議長（宮川 寛君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

佐々木副町長。

○副町長（佐々木敏治君） それでは３款民生費、７４ページからいきます。

１項社会福祉費の１目社会福祉総務費。報酬から次のページ、７６ページ、７７ページ

の１４節までは例年どおりの計上でありまして、１５節工事請負費２６５万７,０００

円。防犯灯の新設・撤去等工事ですけれども、これは緑町地区のＬＥＤ化工事２６灯分の

新設と撤去１灯分の予算でございます。

それから１９節では補助金で、社会福祉協議会２,８３１万８,０００円。資料ナンバー

３１をつけておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思いますが、人件費、職員４

名分と移送サービス事業、それから訪問介護事業、これらに係る補助金であります。

次のページ、みどりの園施設整備事業１,０００万円。これは北勝光生会みどりの園の

ことでありますけれども、位置図については資料ナンバー３２をつけておりますので、後

ほどごらんをいただきたいと思いますが、みどりの園利用者の高齢化に伴う身体機能の低

下の予防、それから冬期間における運動不足解消と人材育成ということで職員の研修施

設、あるいは地域との交流の場として機能訓練棟を増設するという内容でございます。そ

の補助金１,０００万円でして、木造平家建てで床面積が２１３.４６平米。本体工事、外

構工事、備品合わせて４,９５０万円の事業費でございますが、この１,０００万円につい

ては本体工事に係る補助金であります。なお、この財源については過疎債を使うというこ

とにしてございます。

一つ飛んで、臨時福祉給付金１,０５０万円。これは資料ナンバー３３をつけておりま

すので、後ほどごらんをいただきたいと思いますが、一人１万５,０００円の７００人分

でございます。

それから２０節扶助費。まず交通費助成、高齢者用で３０４万７,０００円。これは資

料ナンバー３４をつけておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。対象者

７２２名、延べ９,０３３名分の予算計上であります。

支援費については、それぞれ見込みを計上してございます。

それから７９ページ、相談支援給付費については、５８名分、１５１万１,０００円。

身体障害者更生医療給付費１,６６２万９,０００円は９人分でございます。その下の身体

障害者補装具交付費６４万５,０００円は７名分、療養介護医療費１９７万６,０００円は
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２名分。

２８節繰出金１億１,３１６万１,０００円ですが、前年度より３,９５３万７,０００円

ほど増となっております。国保会計に７,０３７万４,０００円、介護保険会計に４,２７

８万７,０００円の繰出金となります。

２目老人福祉費２億９,５１７万２,０００円と、前年度と比較すると１億８,７７４万

４,０００円ほど増となってございますが、増の要因としては御存じのとおり、福寿荘の

火災に伴う建築費が２億３,０００万円ほどございます。北勝光生会の、先ほど説明した

１,０００万円、それから後期高齢者医療広域連合負担金が老人福祉費から科目がえをし

ている分の、それに伴う減額、これが大きな要因でございます。北勝光生会の補助金１,

０００万円も同様でございます。

次のページにいきまして、敬老祝い金９７万円、これは喜寿が１６名、米寿が２７名分

でございます。

１１節需用費で、食糧費９９万４,０００円。これは旧みどりハイツを借りている関係

がございますけれども、その食料費分、４月から１１月までの３名分９５万２,０００円

を含んでございます。あわせてほっとカフェの食料費４万２,０００円でございます。

１２節で介護事業所調査２万２,０００円ですが、金額は少額ですけれども、これは介

護サービス情報公表調査の手数料でございまして、これは収入証紙として北海道に納める

ものでございます。介護サービスの利用者のニーズに合った適切な事業者を選択するとい

うようなことで、事業者が介護サービスの内容、サービスを提供する事業所は、その施設

の運営状況に関する情報を公表するような義務があるということで、それらに係る手数料

となります。

１３節委託料では、施設等管理運営業務３２６万３,０００円。これはＮＰＯへの委託

ですが、４月から１１月分までの８カ月分の福寿荘にかわる旧みどりハイツの委託料とな

ります。それから高齢者在宅生活支援事業４９０万３,０００円。これはふれあいの郷の

生きがいホーム通所事業でＮＰＯに委託となります。なお、これは現在ふれあいの郷が工

事中でありますから、４月、５月ぐらい、６月ぐらいまでは高齢者交流センターで事業を

実施するということになります。

その下の成年後見制度法人後見支援事業１５８万５,０００円。これは資料ナンバー３

５－１、２をつけておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

ソフトウエア保守１９万９,０００円。これは北勝光生会の居宅介護支援事業所が今年

度で廃止になります。それに伴うシステムソフトウエアの保守料の追加となります。

１４節では土地建物借上料４８万円。これは旧みどりハイツ、４月から１１月の８カ月

分、３人分の借上料でございます。

工事請負費２億３,４９７万３,０００円。ここに書いてあるとおり、高齢者共同生活支

援施設建設２億３,３６６万９,０００円でございます。現在地に建てかえをするというこ

とで、従来ありました施設６室ですが、９室に３室をふやすということで、一般用が８
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室、ショートステイが１室と、そういう内容になります。できるだけ皆さんに新しい施設

に入っていただきたいという思いもございまして、できれば１１月末には完成させて１２

月には新しい施設に入っていただけるように努力をしていきたいなと、そのように思って

います。それで資料ナンバー３６をちょっとお開きいただきたいと思います。

資料ナンバー３６は、建設する福寿荘の平面図であります。ちょっと字が小さくて申し

わけございませんが、前にお示しした資料よりは若干変わってございます。

まず、委託しているＮＰＯと協議をする中で調理室、それから食堂、多目的室のスペー

スの配置を若干変更してございます。下のほうになります。下のほうの左側が調理室にな

るのですが、この食品庫と物入れを入れかえてございます。そして若干面積をふやしてご

ざいます。その分、若干ですけれども、食堂、交流スペースが狭まったことになります。

それと各部屋の、入居者の部屋の関係でございますが、これも入居者からいろいろとお話

を聞いて、ドアの位置ですとか、押し入れの位置、それから洗面所の位置を若干変更し

て、押し入れも少し狭めております。

それでは、予算書８２ページにお戻りください。

まず設備改修工事で、福祉館設備等改修１３０万４,０００円につきましては、旭町

ゲートボール場の照明のＬＥＤ化工事でございます。

それから、備品購入費、事務用備品９７万２,０００円については、先ほど説明した北

勝光生会が居宅介護支援事業所を廃止したことに伴う町のシステム、パソコン１台追加、

システム環境を含めて追加の購入であります。それから管理用備品８２万５,０００円に

ついては、ふれあいの郷の活動室用のエアコン一式、それから健康増進センター消化器２

本、ガスコンロなどが内容となってございます。

１９節保険者ネットワーク負担金２万５,０００円。これは金額、少額ですけれども、

介護保険の伝送環境整備でございまして、現在はＩＳＤＮ回線を使用しておりますけれど

も、今、国保連合会では保険者ネットワークに変更になるために、それに合わせた負担金

となります。

デイサービス運営事業１,５４１万２,０００円については、資料ナンバー３７をつけて

おりますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

一つ飛んで、介護予防・日常生活支援総合事業運営事業３４７万６,０００円。これは

訪問型サービスＡのＮＰＯへの補助金となります。

それから２０節扶助費。１,４６２万１,０００円は町外養護老人ホーム入所者７名分の

扶助費です。それで先ほど説明した後期高齢者医療費、これは老人福祉費で２８年度は見

ていましたけれども、２９年度は新しい科目、目を設置しました。３目として、後期高齢

者医療費であります。５,６９１万８,０００円で、１９節で３,９３０万７,００００円。

これは広域連合への負担金となります。

２８節繰出金で、１,７６１万１,０００円は後期高齢者医療特別会計への繰出金となり

ます。
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２項の児童福祉費１目の児童福祉総務費。これは例年どおりの計上でありますけれど

も、８節報償費２９０万円、出産祝い金ですが、２８年度からの継続分で１０人ございま

す。内訳は第一子が３名、二子が３名、三子が２名、四子が１名、五子が１名、合わせて

１０名の２９年度への継続した１０名。それと合わせて、これは２９年度の見込みですけ

れども、第一子で５人、第二子で６人、三子で２名、四子で２名、合わせて１５名。継続

者と合わせて２５名分の計上でございます。

１１節需用費の中で、消耗品費２２万８,０００円の中に３万円、それから食糧費８万

１,０００円、役務費の保険料、ボランティア活動保険、これについてはこどもカフェに

係る予算でございます。

次のページ、２０節扶助費ですが、児童施設通所１１万４,０００円。これは社会復帰

支援ということで、帯広１２回分、足寄３６回分、それぞれ一人、１名ずつの計上。

それから支援費、障害者介護給付費１０１万１,０００円は放課後デイサービスが１

名、児童発達支援が２名、保育所等訪問支援が３名、合わせて６名分。相談支援給付費２

８万５,０００円も６名分。身体障害児補装具交付、１件分。その下の障害者育成医療給

付も１名分です。

２目の児童福祉施設費、これは保育所関係でございますが、園児、２歳児が９名、３歳

児が９名、４歳児が１５名、５歳児が２４名、合わせて５７名分の園児です。保育士が６

名でございます。それらに係る予算、給料から次のページの旅費までは例年どおりの計上

でございます。

それから１１節で、消耗品費６７万８,０００円がございますが、この中には乳幼児の

おむつ用埋め立てごみ袋の支給事業がございます。３５世帯分１８万４,０００円をこの

消耗品の中には含んでございます。

それ以外の需用費から役務費、委託料、使用料については例年どおりの計上でして、工

事請負費８０万９,０００円については、保育所の改修ということで、保育所のピット内

の通水口の改修工事でございます。

１９節では保育所給食費負担金５７名分でございます。２００万７,０００円。

扶助費で保育ママ３名分でございます。

３目児童措置費２,５１３万６,０００円については、扶助費ですけれども、児童手当に

係る予算の計上でございます。

３項の国民年金費１目の国民年金事務取扱費については、給料から次のページの１９節

までは例年どおりの計上でありまして、１９節で情報システム協議会２４万５,０００

円。これは国民年金法に基づく届けなどの電子媒体化の促進に係るシステム改修負担金で

ございます。

それから、４款衛生費１項保健衛生費１目の保健衛生総務費５,０６２万５,０００円の

予算計上でありまして、２節給料から１９節、２０節までは例年どおりの予算計上でござ

います。
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２目の保健衛生施設費３,３６７万７,０００円。共済費から１４節までは、例年どおり

の計上でして、工事請負費８５６万４,０００円。保健センター改修ということですが、

保健センター、それから診療所を含めて、２９年度から３２年度までの４年計画で改修を

進めていきたいと考えてございます。

２９年度においては、公衆浴場の機器更新、真空式温水器と、ろ過器の更新、それから

屋根の防水工事が内容でございます。

備品で１１９万２,０００円は、シュレッダーの更新。ガス炊飯器、自動血圧計、公衆

浴場用の管理ロッカー２台が主な内容です。

それから９４ページ、３目予防費ですが、４節共済費から１２節役務費までは例年どお

りの計上で、１３節で委託料、各種検診事業８６６万１,０００円、各種予防接種７１７

万７,０００円は資料ナンバー３８－１から４をつけておりますので、後ほどごらんをい

ただきたいと思います。

なお各種予防接種の中には、２９年度から新たにおたふく風邪ワクチン、１歳から５歳

未満、それからロタウイルスワクチン、生後６カ月から２４週までのこの２項目について

独自に実施する予定であります。

１９節負担金補助及び交付金５８４万円。これは健康カルテ導入に係る負担金でござい

ます。これは資料ナンバー３９をつけておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思

いますが、内容としては、マイナンバー制度における予防接種が対象でございまして、陸

別町に転入した方の個人番号、予防接種の種類、その予防接種の実施月日などが情報提供

されると。これはネットワークシステムを活用して転出先から情報を得るものでございま

すが、実は法の施行までに国からシステムの構築の指導がございますので、今回予算を計

上させていただいております。

２０節扶助費２０３万３,０００円。これは償還払いでございまして、まず妊婦健診１

１万２,０００円は、道外で受診分１名分。インフルエンザワクチン１８万円は３５人

分。特定不妊治療は９０万円、一人で６回分。それから肺炎球菌予防接種４万円は１０人

分。妊婦健診交通費助成５８万８,０００円は１５人分。日本脳炎予防接種２万４,０００

円は二人の２回分。それからロタウイルスワクチン助成１２万円は５人の３回分。おたふ

く風邪ワクチン６万９,０００円は１０人分です。

それから、４目環境衛生費３８６万４,０００円は火葬場、墓地の維持管理、そして畜

犬等の処理に係る予算を計上しておりまして、共済費から次のページ、役務費、委託料、

使用料及び賃借料、そこまでは例年どおりの計上であります。

５目の診療所費、繰出金、直診会計への繰出金１億５,４６９万５,０００円でございま

す。前年度より８９５万９,０００円の減となってございます。

それから、２項の清掃費１目の清掃総務費１９節で負担金ですが、ＭＩＣＳ事業効果促

進事業負担金５５８万８,０００円。これは２８年度においては１８４万４,０００円の負

担であります。実は十勝環境複合事務組合への負担金でして、汚水処理施設共同整備事
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業、ＭＩＣＳ事業と言いますが、平成３０年に完成予定の十勝川浄化センターに下水道処

理施設が完成しますが、そこに、し尿くみ取りを搬入して処理をするという負担金でござ

います。財源については過疎債を充当して行う予定であります。２９年度まではくみ取り

し尿については、帯広市の中島処理場に搬出をしております。

２目塵芥処理費、１１節消耗品費で２６２万８,０００円ございますが、この中には昨

年度、新恩根内橋の不法投棄で業者に委託してごみを処理しましたけれども、何か話に聞

くとまだ不法投棄があるようには聞いてございます。そういったことを踏まえて、注意喚

起用ののぼりを２０枚程度購入して、そういう箇所に設置していきたいと考えておりま

す。

それから次のページ、役務費、委託料、使用料、１９節までは例年どおりの計上であり

ますが、１９節において、池北三町行政事務組合３,７５５万１,０００円ということで、

前年度より２,１５８万９,０００円の減になりますが、２９年度において、銀河クリーン

センターの建設の起債の償還が完了いたします。それも含めて、この中には一応２,０８

２万２,０００円ほど起債の償還の負担金が入ってございますが、３０年度以降は負担金

が下がると、そういったことで御理解をいただきたいと思います。

３項水道費１目の専用水道費、これは小利別専用水道に係る維持管理費の予算計上であ

りまして、受益者は２４戸分でございます。需用費から役務費までは例年どおりでござい

まして、委託料で施設設備改修１３０万円。これは配水池の水位計取りかえ業務。それか

ら施設設備等点検整備９２万円、これは資料ナンバー４０に箇所図をつけておりますの

で、後ほどごらんをいただきたいと思いますが、配水管の減圧弁の分解整備が内容でござ

います。

２目水道費９,４４３万２,０００円は、繰出金で簡易水道の特別会計への繰出金。

５款の労働費１項労働諸費１目の労働諸費、４節から１９節は例年どおりの計上でし

て、２目緊急雇用対策費、これは単独事業でございますが、１,９３４万９,０００円、実

績ベースで予算を計上してございます。

３目雇用再生対策費、１０２ページですが、１,３０１万２,０００円です。

事業者雇用促進支援１,２７３万円。その上の旅費２８万２,０００円です。

まず、１９節については、２９年度においては、２８年度からの継続分が１１名、新規

分が１０名、合わせて２１名分の予算計上です。あわせて町の無料職業紹介所を介した移

転費用２９万円を含んでございます。

その上の旅費２８万２,０００円ですが、御存じのとおり、今、陸別町内では担い手が

不足しているということで、酪農、林業、福祉関係、介護職場も含めて、全町的に担い手

が不足しているという現状がございます。町として予算には計上はないですが、全町的な

対策をしなければならないということで、仮称ですけれども、産業担い手対策協議会的な

ものを設置して、いろいろ皆さんから意見を聞いて取り組みを進めていきたいと、そうい

うふうに考えてございます。あわせて９節旅費については、職員に係る人材確保のための
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行動費といいますか、東京と札幌、それぞれ２回分の旅費を計上してございます。

６款農林水産業費１項農業費１目農業委員会費１,６８８万７,０００円ですが、実は農

業委員の任期はことしの７月１９日で満了となりまして、７月２０日からは新しい制度に

移行した農業委員会活動となります。条例も既に議決をいただきましたけれども、定数も

１０名ということで、新たに改正後は選挙ではなくて議会の議決をいただいた任命形式に

なると。それで報酬、旅費、委託料を除いて予算としては例年どおりの計上となります。

２目の農業総務費ですが、給料から共済費は職員の人件費になります。

３目の農業振興費８,３８６万５,０００円で、比較として１００万８,０００円ほど減

ですが、これは大きいものとしては中山間地域直接支払事業６,１６６万円ございます

が、賃金の１３万５,０００円、旅費の６２万円、需用費の７万４,０００円。１９節の

６,０８３万１,０００円が主な内容でございます。

それから補助金ですが、１０６ページ、補助金になります。

農業関係制度資金利子補給事業、これは資料ナンバー４１をつけておりますので、後ほ

どごらんをいただきたいと思います。

それから一つ飛んで、農業経営基盤確立資金利子補給、それから三つ飛んで陸別町農業

近代化資金利子補給４５８万６,０００円。これは資料ナンバー４２をつけておりますの

で、後ほどごらんをいただきたいと思います。

青年就農給付金１５０万円、これは１名でございます。

その下の新農業人育成事業７３０万８,０００円ですが、昨日議決をいただきました新

農業人条例の改正ですが、農業経営開始奨励金３００万円から６００万円に改正の議決を

いただきました。一人対象者がございます。それから経営自立補助金一人、それから営農

実習奨励金、これも４月から１１月までの８カ月、これがございます。これは資料ナン

バー４３に新農業人育成事業に係る資料をつけておりますので、後ほどごらんをいただき

たいと思います。

４目畜産業費については例年どおりの予算計上でございます。

２１節貸付金６,０００万円については、優良家畜の貸付金でございまして、期間を２

９年度から３３年度まで５年間延長をする予定でございます。資料ナンバー４４をつけて

おりますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

５目の農地費でございます。ここは７,０５３万１,０００円ということで、前年度より

４,４６５万３,０００円の増となってございます。

まず１点目は、道営農地整備事業トマム地区１,１８１万６,０００円の事業でございま

して、２９年度においては工事２８０メートル、それと測量試験費が内容でございます。

この４５－１に、この箇所図、４５－１の上の図面ですね。それから年度別計画一覧、こ

れは４５－２につけてございます。後ほどごらんをいただきたいと思います。負担割合は

２２.５％でございます。事業費５,０００万円の２２.５％、１,１２５万円が１９節の中

で道営土地改良事業地元負担金の中に入ってきます。
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それから、１３節委託料で農業用施設維持管理３６０万３,０００円。これは資料ナン

バー４５－１の下の図面になります。箇所図がありますので、後ほどごらんをいただきた

いと思います。

もう一度申し上げます。道営農地整備事業トマム地区の箇所図、これは４５－１の上の

図面になります。それから同じく道営農地整備事業については、４５－２に年度別の計画

一覧がございます。１３節委託料の農業用施設維持管理、これは４５－１の下の図面に箇

所図がございます。

それから２点目が農業競争力強化基盤整備事業、２７年度から５年計画で実施するもの

でして、２９年度においては、事業費２億１,０００万円でございます。国が５０％、道

が２５％、地元が２５％ということで、負担金５,２５０万円、これが１９節にございま

す。

昨日補正予算の議決をいただきましたけれども、２８年度の明許繰越分、２９年度繰越

分事業費１億７,０６０万円、その２５％で４,２６５万円、これ、５,２５０万円と合わ

せた９,５１５万円の負担金となります。なお、これは資料の８－１に事業一覧をつけて

おりますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。ちなみに２９年度分５,２５０

万円の内訳ですが、歳入として分担金で２,４１３万７,０００円が入ってきます。それか

ら道補助金としてパワーアップ分、８.７５％分で７３０万６,０００円、合わせて３,１

４４万３,０００円が歳入として入ってきますが、歳出の５,２５０万円との差額２,１０

５万７,０００円が町の負担となります。

６目営農用水管理費、これは上陸別地区の営農用水６５０万８,９００円、トラリ地区

の営農用水４１３万３,０００円が主な内容でして、道営担い手畑地帯総合整備事業１,９

１２万４,０００円がございます。これは上陸別地区で負担割合は国が４５％、道が２７.

５％、町が２７.５％で、２９年度においては測量調査、道営分で２７.５％１,３７５万

円、それから町単独分で５１３万９,０００円。これについては資料ナンバー４６をつけ

ておりますので、後でごらんをいただきたいと思います。

次のページ、委託料、施設設備保守管理２０１万６,０００円。これは上陸別地区営農

用水、トラリ地区営農用水の計装機器の保守点検１６５万３,０００円ほど含んでござい

ます。

それ以下１４節から１８節までは、例年どおりの計上。

１９節、道営土地改良事業地元負担金１,８９８万１,０００円は、先ほど説明した道営

担い手畑地帯総合整備事業の負担金となります。

７目の公共草地管理費、これについては共済費から次のページの１４節までは例年どお

りの計上でして、１５節で農業用施設整備２４０万９,０００円ございます。これはトラ

リ公共草地の配電線の改修工事３０３メーター分でございます。

８目の農畜産物加工研修センター管理費１,５９１万３,０００円。これは職員の人件費

から次のページ、１６節原材料費、備品購入費までは例年どおりの計上でございます。
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２項の林業費１目林業振興費７,０２５万１,０００円。これは小規模治山事業の岡山地

区が２８年度で終わりまして、２９年度から３１年度までの３年計画で弥生地区の事業を

予定しております。この小規模治山事業弥生地区については、予算としては１,７５８万

４,０００円ほどの計上でして、２９年度は谷止工と測量試験費と、予算を見てございま

す。

それから、１１節、１２節の中で町民植樹祭用で１０万円ほど見てございますが、まず

１１節の消耗品費で７万１,０００円。それから食糧費で１万６,０００円。印刷製本費で

８,０００円。保険料で５,０００円。これは町民植樹祭用の予算１０万円でございます。

１３節委託料の小規模治山事業測量設計７４８万円。これは弥生地区の委託料となりま

す。

工事請負費９３６万１,０００円。これは治山工事でして、箇所図は資料ナンバー４７

をつけておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

１９節５,２２０万８,０００円ですが、負担金は例年どおりの計上でございます。

なお、森林整備担い手対策推進事業１０８万３,０００円については４６名分でござい

ます。

補助金の中で、まず１１７ページ、退職金共済制度加入促進事業１５２万円は５４名

分。

民有林造林促進事業２,６２６万２,０００円については、資料ナンバー４８をつけてお

りますので、後でごらんをいただきたいと思いますが、この中には金額は少ないですが、

ヤツバキクイムシ対策として釧根地区の１９０万４,０００円ほどを見ております。あわ

せて補助制度について、２９年度においては制度改正を予定してございます。

その下の林業長期就労促進担い手対策事業１２２万５,０００円。これは２８年度から

制度改正しておりますが、６５歳未満が４１人、６５歳以上が９名分の予算でございま

す。それから未来につなぐ森づくり推進事業、これは人工造林７６ヘクタール分ですが、

資料ナンバー４８にございますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

２目の狩猟費、賃金から１２節までは例年どおりの計上でして、備品購入費で管理用備

品１７万３,０００円。これはデジタル無線機用のマイク１０個分でございます。

１９節で７万６,０００円。補助金ですが、有害鳥獣の駆除従事者育成補助金というこ

とでございます。実は有害鳥獣駆除従事にかかわる方の高齢化がございまして、人材が不

足しているという状況がございます。あわせて関係する団体からの要望もございまして、

人材育成を図るという観点から、二人分の狩猟免許取得に係る助成、経費の２分の１分を

助成しながら人材育成を図っていきたいという考え方で予算を計上しております。

１１８ページ、３目の林道新設改良費６,７１８万３,０００円ですが、この予算は林業

専用道の上勲祢別本苫務線、開設工事で１,００４メートル、工事ですね。１,６２６万

８,０００円ほど。経営林道陸別薫別支線改良事業２２０メートルですが、３,４４１万

９,０００円の予算規模でございます。資料ナンバー４９、５０に位置図をつけておりま
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すので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

委託料の計画等策定６５３万４,０００円。これは陸離橋ほか６橋の橋梁点検でござい

ます。

工事請負費で、まず林道開設工事、これは先ほど説明した上勲祢別本苫務線、それから

林道のり面補修工事、これは川上信濃線、林造維持管理工事６８０万３,０００円はクン

ネベツ２号線ほか２路線、１１９ページの林道改良工事３,３００万円。これは経営林道

陸別薫別支線工事でございます。

それから７款商工費１項商工費１目商工総務費、給料から共済費は職員人件費で例年ど

おりの計上。

２目の商工振興費１９節で２行目の中小企業経営安定資金利子補給２５９万１,０００

円ですが、これは２９年度から制度改正を予定しておりまして、設備資金、近代化設備資

金の利用の場合、設備資金は５年償還の２分の１の助成、利子補給ですが、これを１０分

の１０の助成とする。それから近代化設備資金、１０年の２分の１助成ですが、これも１

０分の１０に助成するという制度改正を予定してございます。

商工振興事業３,３３９万１,０００円。これは説明資料５１をつけておりますので、後

ほどごらんをいただきたいと思います。内訳としては、運営費補助金が２,３８３万９,０

００円、プレミア商品券、プレミア率２０％、商品券４,０００万円です。８００万円と

事務費１０万、合わせて８１０万円。ぷらっとの共有スペース分で１４５万２,０００円

の内訳となってございます。

３目観光費です。３６１万６,０００円の減は、主に観光推進専門員一人分の人件費が

４５６万１,０００円、この中に含まれてございます。

１９節の補助金関係ですけれども、まず観光協会の関係でいきますと、りくべつ鉄道ま

つり、これが現在７月２２日から２３日を予定してございます。それからしばれフェス

ティバル開催事業については、来年の２月３日、４日。オフロードレースにつきましては

５月２１日と８月６日。予算と直接関係ございませんが、ラリー北海道については９月１

６日が陸別ステージとなります。それからあわせて屋台村が７月２９日、夏祭りが８月１

３日という予定と聞いております。

次のページ、オールジャパンパッチ選手権、これは４月１６日に予定でございます。

４目の公園費については、イベント広場ほか公園の維持管理に係る予算を計上しており

まして、１１節から１６節までは例年どおりの計上でございます。

５目の消費者対策費、これについても８節から１９節までは例年どおりの計上となりま

す。

８款土木費１項土木管理費１目の土木総務費４,７３９万９,０００円は、職員の給料か

ら負担金補助及び交付金までは例年どおりの予算計上。

２項道路橋りょう費１目の道路橋りょう総務費７,１６６万２,０００円の予算計上で、

内容としては建設課車両１１台分の維持管理費が１,９００万５,０００円。それから公用
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車購入ということで、除雪専用車１台４,６６８万３,０００円。道路台帳作成修正で３５

８万６,０００円。用地確定測量２３８万８,０００円が主な内容でございます。

１２６ページ１３節委託料、測量試験費２３８万８,０００円につきましては、町道新

町５号通りほか確定測量２５０メートルでございます。

それから備品購入費、公用車４,５７１万４,０００円。これは資料ナンバー５２をつけ

ておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思いますが、２８年度で購入、更新しま

したグレーダーからサイドウイングの使用が廃止されたことによって、今までの拡幅作業

ができなくなる状態になりました。除雪作業に支障を来すこと、あわせて町のサイドウイ

ングを装備した車両というのはグレーダーのみだったので、その装備車両がなくなると冬

場の路肩の拡幅ですとか、そういったものに支障があって交通安全上の対策が困難になっ

てくると、そういったことがございまして、道と協議をする中で補助もつくということ

で、今回購入予定で予算を計上いたしました。

２目の道路維持費１億３,４２６万４,０００円ですが、賃金から１２節までは例年どお

りの計上です。

委託料９,６１０万７,０００円ですが、まず資料ナンバー５３をつけていますが、中身

とすれば道路維持管理２,３６５万円の箇所図、それから道路維持補修１,９５６万８,０

００円の位置図、それから三つ飛んで路面補修１,０８６万６,０００円の箇所図、その下

の縁石取りかえ１,２４２万５,０００円の箇所図、これ、それぞれナンバー５３の資料に

一覧表をつけておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

それから、除排雪業務２,２２３万２,０００円ということで、今年度まで排雪作業はし

ばれフェスティバルの前に１回を見ておりましたけれども、いかんせん年末になってくる

と、降雪量によっては道路が狭くなったり、いろいろと帰省される方もいらっしゃいます

ので、そういったことを考えて３９７万円ほど予算を上乗せしまして、年末での除排雪を

１回増といたしました。

工事請負費３,１１６万１,０００円。町道のり面補修工事。これも資料ナンバー５３に

ありますので、ごらんをいただきたいと思います。排水整備工事もあわせて５３にござい

ます。

３目の橋りょう維持費９,４３７万６,０００円。これは上陸別橋の補修工事が２０メー

トル、それから橋りょう点検５０橋分、負担金が４,０４２万５,０００円。上陸別橋の補

修については、資料ナンバー５４をつけておりますので、後ほどごらんをいただきたいと

思います。

４目道路新設改良費、これは箇所図、資料ナンバー５５をつけております。そこに箇所

図がありますので、後ほどごらんをいただきたいと思いますが、内訳としては、殖産４号

線３５０メートル、これは３０年度まで継続を考えてございます。新町５号通り７７メー

トル、これは３１年度まで。川向伏古丹連絡線１９０メートル、これも３０年度まで。若

葉４号線２号通り１００メートル、これは４６４万４,０００円の委託料になります。そ
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れから通学道路１１８メートル、それぞれの工事に係る事務費、工事請負費をここに記載

計上をしております。

５目の街路灯費、工事請負費７１８万２,０００円は東１条通りほか３路線１５基のＬ

ＥＤ化照明工事でございます。資料ナンバー５６をつけておりますので、後ほどごらんを

いただきたいと思います。

１３０ページ、８款土木費の３項河川費１目の河川総務費１３節委託料で河川管理１,

１２９万７,０００円。これは止若川ほか３河川の護岸補修が主な内容でございます。

４項住宅費１目の住宅管理費２,８６７万５,０００円については、９節から１２節まで

は例年どおりの計上ですが、委託料で公営住宅改修３９４万７,０００円は緑町団地の２

戸のユニットバスなどの設置業務、それから共栄団地の屋外物置塗装業務が内容です。

それから１５節１,３８２万５,０００円の公営住宅改修、これについてはつつじヶ丘団

地の電気温水器の更新工事１３戸分、あわせてつつじヶ丘団地の雁木通路滑りどめ工事。

排水整備３２７万３,０００円は同じくつつじヶ丘団地の排水補修５０メートルです。こ

れは資料ナンバー５７をつけておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

２目の住宅建設費１億２２０万９,０００円。これは社会資本整備交付金事業でありま

して、資料ナンバー５８－１に新町、第２新町団地、５８－２に第２若葉団地の箇所図な

どをつけておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

１３節委託料、実施設計５１万７,０００円は新町団地Ｕ棟解体工事に係る実施設計。

１５節の公営住宅建設７,１５０万円は新町団地Ｏ棟１棟３戸分、建物解体５２８万円

は新町団地Ｕ棟の解体工事。１３３ページの建物等改修工事、公営住宅改修１,８８１万

円は第２若葉団地Ｂ棟１６戸、第２新町団地特公賃住宅の２棟６戸分の屋根防水工事、外

構工事は新町団地のＯ棟の外構工事が内容でございます。

それから５項下水道費につきましては、繰出金８,４２８万円、公共下水道事業への繰

出金となります。

○議長（宮川 寛君） 昼食のため、午後１時まで休憩いたします。

休憩 午前１２時０２分

再開 午後 １時００分

○議長（宮川 寛君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

佐々木副町長。

○副町長（佐々木敏治君） それでは、引き続き御説明を申し上げます。

１３３ページ消防費からでございます。

９款消防費１項消防費１目の消防費ですが、昨年の４月から広域消防がスタートしまし

て、１年を経過しようとしておりますが、予算についてはある程度、前年度と同様の考え

方で計上をしております。ちなみに１９節で、とかち広域消防事務組合負担金が１億４,

６１１万円ほど計上をしております。一部旅費を除いては、消防団に係る予算を計上して

おります。報酬から次のページ、需用費、役務費、１４節までは例年どおりでありまし
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て、１８節備品購入で９６９万５,０００円。まず公用車９４４万６,０００円ですが、こ

れは資料ナンバー５９に仕様をつけておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思い

ます。これは小利別１号車の更新でありまして、車両が昭和５９年の車両でして、その更

新となります。それから消防・救急備品関係では、新入団員の被服一式２名分、それから

ジェットシューターの予算でございます。

１９節は、先ほど話したように、負担金の中で広域の負担金１億４,６１１万円を計上

しております。

３６ページ、２目災害対策費ですが、４３４万４,０００円の計上ですが、内訳として

は、経常経費で６３万５,０００円、災害対策用品の購入が１０６万８,０００円、防災訓

練を予定しておりまして、その予算が７４万７,０００円、避難所看板設置１８９万４,０

００円８カ所であります。ちなみに防災訓練７４万７,０００円の予算の科目としては、

まず報酬で１０万５,０００円を見ておりますけれども、防災訓練用としては３回分６万

３,０００円を見ております。それから報償費で１９万３,０００円、謝礼金と記念品。

１１節消耗品費で６万５,０００円、食糧費で１７万７,０００円、印刷製本費で２１万

６,０００円。そして１４節使用料及び賃借料でユニットハウス借り上げ３万３,０００

円。これが防災訓練に係る予算でありまして、備品関係、防災用備品７１万４,０００円

はドローンを一式常備消防、消防署に配置して、災害、あるいは人命救助、そういったも

のに活用していきたいと考えてございます。

１０款教育費１項教育総務費１目の教育委員会費１５４万２,０００円の計上ですが、

これは報酬から次のページ１９節までは、例年どおりの計上であります。

２目の事務局費９,０４７万１,０００円の計上ですが、給料から役務費までは例年どお

りの計上でして、この予算の中で教員住宅建設事業７４８万９,０００円ほど計上してご

ざいます。

まず１３節委託料で２２５万４,０００円。これは２棟４戸分の実施設計費でありま

す。

１５節外構工事で５１０万円見てございます。なお、教員住宅の建設工事につきまして

は、昨年の１２月議会において、４,２００万円の工事請負費、それから外構工事、保険

料、手数料など４,４１３万２,０００円ほど、繰越明許費として議決をいただいて２９年

度で建設の予定であります。

それから１４０ページの貸付金、奨学資金ですが、高校生二人、大学生６名分の計上で

あります。

３目の教育振興費でありますが、主な内容としては、まず学習支援事業４９９万２,０

００円であります。賃金が主な内容でありますけれども、２点目が英語指導助手の招聘事

業６２４万７,０００円であります。３点目が児童生徒芸術鑑賞、小学校、中学校、２年

ごとに実施いたしますが、１００万円。それから４点目が陸別中学校開校７０周年の記念

事業補助金１００万円が主な内容であります。中学校の７０周年の記念式典は、１１月１
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８日土曜日に予定されているそうであります。今申し上げました４事業を除いては、例年

どおりの予算計上となってございます。

１４３ページ、４目のスクールバス運行管理費、これは１１節から委託料までは例年ど

おりの計上ですし、５目の教育研究所費４４万３,０００円も報酬から１９節までは、例

年どおりの計上であります。

２項の小学校費１目学校管理費１節の報酬から１９節までは例年どおりの計上でありま

すけれども、１１節の消耗品費で１４０万８,０００円ございますが、この中では校務用

パソコン１９台のＯｆｆｉｃｅ更新の費用３７万円を含んでございます。

１４６ページ２目教育振興費ですが、需用費で消耗品費１７１万３,０００円ですけれ

ども、この中に同じく児童用パソコンＯｆｆｉｃｅ更新２６台分５７万５,０００円を含

んでございます。

１２節、１３節は例年どおりの計上ですけれども、備品購入費で１１１万４,０００

円、教材用備品です。平成３０年度に新学習指導要領において、ＩＣＴ機器による指導が

必修の科目となるということでございます。それにあわせまして教職員用として、書画カ

メラ、タッチペン２台を予定してございます。その経費をこの中に含んでございます。

１９節の４８０万円、これは給食費１００名分の補助金であります。

それから３項中学校費１目学校管理費、需用費の中で、先ほども小学校費で説明しまし

たけれども、１２６万２,０００円の中に校務用パソコン１５台分、Ｏｆｆｉｃｅ更新で

２９万２,０００円を含んでございます。

あとは１２節から１９節までは、例年どおりの計上でございます。

２目の教育振興費、需用費で同じく消耗品費１３１万５,０００円ございますが、この

中に生徒用パソコン２０台分のＯｆｆｉｃｅ更新３９万６,０００円を含んでございま

す。

それから委託料で、インターネット環境整備８２万７,０００円。これは学校内でのイ

ンターネット無線の整備の委託料でございます。

１４節から２０節は、例年どおりの計上ですが、備品購入費で７７万７,０００円ござ

いますが、教員用のタブレット２台１７万５,０００円がこの中に含まれてございます。

１９節負担金補助及び交付金で、給食費補助金２５５万２,０００円は生徒４４名分で

ございます。

４項の社会教育費１目の社会教育総務費２,０９７万４,０００円の計上でありますけれ

ども、事業別に予算を申し上げたいと思います。まずは経常的経費につきましては、１３

１万３,０００円でございます。それから、中学生等海外研修派遣事業４２１万６,０００

円の計上であります。生徒１３名、引率２名分の計上。それから冒険・体感ｉｎとうきょ

う２０７万３,０００円でございますが、児童１７名、引率２名の予算であります。それ

から文化芸術鑑賞２００万円、それから学童保育事業６００万円、学習支援事業４２万

１,０００円、土曜授業推進事業２２万５,０００円、社会教育指導員設置事業７９万３,
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０００円、団体補助金交付事業が２７７万４,０００円、成人記念事業が２５万６,０００

円、文化祭開催、備品整備委託料など９０万３,０００円が、この予算の中での主な事業

の予算でございます。

１３節備品整備で６０万８,０００円。これは大太鼓１個の張りかえでございます。

１５３ページ、文化団体活動推進事業６６万５,０００円。これは文化協会の３４万８,

０００円と郷土研究会への補助金が内容でございます。

関寬翁顕彰１２６万１,０００円、これは旧関牧場の保存活用整備事業、やちだもの家

の整備、それから関寬斎関係物件資料目録出版事業が内容でございます。

それから１５４ページ、２目公民館費ですが、８節報償費から１９節までは例年どおり

の計上ですけれども、１５節工事請負費で２４８万３,０００円は照明ＬＥＤ化工事でご

ざいます。

３目の文化財保護費、報酬から需用費までは例年どおりの計上、次のページ、１９節ま

で例年どおりの計上でございます。なお、印刷製本費、需用費で３７万円８,０００円は

関寬斎資料館のリーフレットの増刷、それから同じくその入場券の印刷、史跡ユクエピラ

チャシ跡のリーフレットの増刷、各５,０００枚ずつが内容でございます。

５項の保健体育費１目の保健体育総務費、これは報酬から１９節までは、例年どおりの

計上でございますが、一番下、町民スポーツレク大会開催６５万７,０００円、ちょうど

２９年度においては５０回目の節目の大会となります。記念タオルを作成して配布すると

いう実行委員会の考え方でございます。

２目の体育施設費２,１３９万２,０００円。賃金から１８節までは例年どおりの考え方

で計上してございますけれども、１１節需用費、修繕料２１１万８,０００円の中には、

町民運動場トイレの修繕、パークゴルフ場内のトイレ修繕、プールの雨漏り修繕が主な内

容でございます。

１５節３３３万４,０００円。排水整備工事。これはしらかばコースとからまつコース

の間の排水整備の工事でございます。

３目学校給食費につきましては５,２７９万７,０００円、経常分で４,２３９万９,００

０円と人件費９２８万９,０００円、合わせて５,１６８万８,０００円と、臨時経費分１

１０万９,０００円の内容であります。給料から手当、次のページの共済費、賃金、旅

費、需用費、役務費、委託料、使用料、原材料費、それから負担金補助及び交付金、公課

費、これはある程度２８年度の実績ベースに基づいて予算を計上しております。なお、備

品購入費、管理用備品９４万３,０００円はアレルギー対策用の冷蔵庫、それから消毒保

管庫用のラックカート、電動野菜カッターが内容でございます。

１１款災害復旧費１項農林水産業施設災害復旧費１目の農業用施設災害復旧費、２目の

林業用施設災害復旧費は、例年どおりの計上でございます。

２項の公共土木施設災害復旧費１目の道路橋りょう災害復旧費。これも同様に９節から

１９節までは例年どおりの計上。



― 31 ―

１６４ページになります。１２款公債費１項公債費１目の元金、元金４億８,１１３万

６,０００円、２目利子が３,８６０万８,０００円。なお、１７４ページに地方債見込額

調書一覧がありますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。利子の中には、一時

借入金利子４９万４,０００円も含んでございます。

１３款予備費は前年同額の４００万円でございます。

以上で歳出を終わりまして、歳入、１１ページにお戻りください。

１１ページ、歳入であります。

２歳入、１款町税１項町民税１目個人。本年度１億３９７万５,０００円の計上であり

まして、前年度から見ると２.８％の増、２８１万７,０００円の増であります。昨年の１

２月補正後の額１億８３１万３,０００円から見ると、９６％で計上してございます。現

年課税分は１億３７８万１,０００円で、前年度より２８３万円ほど増となっておりま

す。前年度当初で比較しますと２.８％の増と。これは給与、農業所得の増が要因となっ

てございます。

滞納繰越分については、１９万４,０００円。

２目法人でありますが、１,２６５万３,０００円。前年度から見ると１９.４％のマイ

ナス計上。１２月補正後から見ると３７.２％の減額の予算計上となります。要因とすれ

ば、法人所得の減が大きな要因となってございます。

２項の固定資産税１目の固定資産税１億５,９５３万６,０００円の計上でして、前年度

から見ると１０.２％の増。１２月補正後の額から見ると０.９％ほど増となってございま

す。現年課税分ですが、１億５,９４４万１,０００円で、前年度当初と比較しますと１

０.２％の増。要因とすれば、民間のアパートですとか、住宅などによる固定資産税の増

がございます。

それから、２目国有資産等所在市町村交付金７０８万３,０００円の計上。

３項の軽自動車税１目の軽自動車税６５７万３,０００円。現年課税分ですが、６５６

万２,０００円で、前年度と比較しますと５.５％の増。台数としては１,２３４台、前年

度より２８台増の見込みでございます。

次のページ、４項町たばこ税でございます。本年度、２,１８２万円、０.３％ほど増と

なります。本数自体は大体２万２,４００本ほど減となってございますけれども、昨年度

からの旧３級品、わかばですとか、エコーなどの特例税率が３１年までに段階的に廃止縮

小されるということで、２９年度は２,９２５円から３,３５５円、４３０円ほど千本当た

りの単価が上がっているということでございます。

２款地方譲与税、自動車重量譲与税から利子割交付金、配当割交付金、株式譲渡所得割

交付金、地方消費税交付金、自動車取得税交付金、地方特例交付金までは、ある程度、前

年度、過去の実績ベースを基に計上をしてございます。ちなみに、地方消費税、説明欄に

ございますが、地方消費税交付金、それから社会保障財源交付金、これは消費税が５％か

ら８％に引き上げになったことによっての社会保障費に充当となります。社会福祉、社会
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保険、保健衛生、この３事業に充当するということになってございまして、１８６ページ

にその資料がございますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

９款地方交付税ですが、普通地方交付税で１９億９,９１０万１,０００円。前年度より

０.８％増で計上しました。特別地方交付税は前年度同額の１億８,０００万円でございま

す。

１１款分担金及び負担金１項の分担金、１目総務費分担金６２４万４,０００円は、移

動通信用鉄塔施設整備分担金でして、上陸別地区の１基設置に伴う事業者からの分担金で

ございます。

２目の農林水産業費分担金、農業費分担金ですが、農業競争力基盤整備事業分担金、地

元受益者分担金でして、２,４１３万７,０００円。

同じく２項の負担金の１目民生費負担金、老人福祉費負担金ですが、ここに記載のとお

り、老人福祉施設入所措置等徴収金、町外が養護老人ホーム入所者分、７名分でございま

す。

それから、１２款使用料及び手数料１項使用料１目の総務使用料、行政財産使用料から

福祉館、タウンホール、ふるさと交流センター、銀河の森宇宙地域科学館等使用料は例年

どおりの計上でありますが、コテージ等使用料１,７３１万４,０００円の計上ですが、先

ほど、歳出でも説明しましたけれども、利用者増が見込まれまして前年度より２１５万

５,０００円ほどの収入増の見込みでございます。

１６ページ、２目の民生使用料、１節老人福祉使用料、高齢者福祉施設使用料４８万円

ですが、これは福寿荘の代替施設であります旧みどりハイツ利用者３名分の４月から１１

月までの８カ月分の使用料でございます。

２節の児童福祉使用料、これは保育料でございます。

３節の福祉住宅使用料、これはからまつハウスの使用料７２万円。

３目の衛生使用料、１節保健衛生使用料２５３万２,０００円は、まず公衆浴場の使用

料２５２万８,０００円。これは前年度より１７万６,０００円ほど増となっております。

それから、２節の水道使用料４３０万円、これは小利別地区水道使用料でして、２４戸

３８件分の使用料。前年度から見ると１戸ふえまして、件数も１件増となってございま

す。

それから、４目農林水産使用料の２節の営農用水使用料５００万円。上陸別地区営農用

水使用料２８０万円、これは２８戸３６件分でございます。戸数では１戸マイナスとなっ

てございます。トラリ地区営農用水使用料２２０万円、１８戸２１件分ですが、マイナス

１戸、１件のマイナスとなってございます。

土木使用料はここに記載のとおり、道路橋りょう使用料、河川使用料、住宅使用料と

なっておりまして、７目教育使用料までは例年ベースでの計上となってございます。

２項手数料、総務手数料につきましては、実績ベースでの計上。

次のページ、衛生手数料についても実績ベースでの計上となってございます。
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それから、１３款国庫支出金１項国庫負担金１目の民生費負担金１節の社会福祉費負担

金９,５１８万５,０００円ですが、まず国保事業の保険基盤安定負担金３８８万１,００

０円ですが、これは国保税軽減の保険者支援分７７６万２,０００円の２分の１分になり

ます。これは一般会計からの、国保会計の繰出金の財源となります。

障害者介護給付費負担金から障害者訓練等給付費、それから次のページの身体障害者自

立支援医療費、身体障害者補装具交付、障害者相談支援費、低所得者保険料軽減までは、

それぞれ国の負担２分の１分の計上でございます。なお、障害者相談支援費につきまして

は５８名分、低所得者保険料軽減については２４９名分でございます。

それから、２節の児童福祉費負担金。ここではまず児童手当分が、上の被用者児童手

当、特例給付負担金、非被用者児童手当、被用者小学校修了前、非被用者小学校修了前、

三つ飛んで中学修了前負担金、これが児童手当に係る負担金であります。それ以外の障害

者介護給付費負担金、それから身体障害児補装具交付、障害者育成医療費負担金、障害児

相談支援費負担金、これもそれぞれ２分の１分の国の負担。なお、障害児相談支援費につ

いて、６名分で計上でございます。その下の子どものための教育・保育給付費負担金、こ

れは保育所の運営費に充当となります。

２項の国庫補助金１目の総務費補助金、総務管理費補助金ですが、社会保障税番号関係

２５万円、それから地方創生推進交付金２３０万円、これは池北三町の連携事業分で２２

５万円。とかち広域連携分で５万円の内訳となってございます。

２目の民生費補助金１節の社会福祉費補助金１,２０１万６,０００円ですが、まず地域

生活支援事業費補助金、これが２分の１分。それから、臨時福祉給付金事務費補助金７０

万９,０００円、それから臨時福祉給付金事業費補助金１,０５０万円、これについては資

料３３をつけておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。一応１００％の

補助事業でございます。

それから、２節の児童福祉費補助金、子ども・子育て支援交付金３４１万３,０００円

は学童保育所の運営費に充当でございます。

３目の土木費補助金１節の道路橋りょう費補助金７,２４４万６,０００円。まず雪寒機

械の補助金１,４３４万６,０００円。橋りょう長寿命化修繕事業交付金５,８１０万円に

ついては、上陸別橋の補修工事、橋りょう点検５０橋分の交付金となります。

それから、２節住宅費補助金４,３４５万円は、社会資本整備総合交付金でして、公営

住宅、新町団地、第２若葉団地整備等に係る補助金でございます。

４目の教育費補助金１節の教育総務費補助金、学校支援地域本部事業は３分の２分、２

節小学校費補助金、特殊教育、３節中学校費補助金の特殊教育についてもそれぞれ２分の

１分の補助金。

それから、３項の委託金１目の総務費委託金、総務管理費委託金、それから２目民生費

委託金、これは例年ベースでの計上となります。

１４款道支出金１項道負担金１目の民生費負担金、社会福祉費負担金。これはまず民生
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委員活動費はこの定額ですけれども、国保の保険基盤安定負担金１,１５２万７,０００

円。これは国保税の軽減分でして、保険者支援分、これが７７６万２,０００万円の４分

の１分。それから財政支援分で１,２７８万３,０００円の４分の３分でございます。それ

から、これも先ほどの国庫負担金と同じように、国保会計への繰出金の財源に充当となり

ます。

それから、後期高齢者医療保険基盤安定負担金１,０２６万９,０００円は、後期高齢者

医療特別会計への繰出金の財源。それから、障害者介護給付費負担金、それからその下の

障害者訓練等給付費、これはそれぞれ４分の１分でございます。

それから次のページ、身体障害者自立支援医療費負担金、身体障害者補装具交付、障害

者相談支援費、低所得者保険料軽減、これもそれぞれ４分の１分の道の負担でして、障害

者相談支援費負担金は５８名分、低所得者保険料軽減については２４９名分でございま

す。

２節の児童福祉費負担金１,２４９万４,０００円は、上の被用者児童手当、非被用者、

被用者小学校修了前、非被用者小学校修了前、それから三つ飛んで、中学修了前負担金、

特例給付負担金、これは児童手当分の負担金でございます。障害者介護給付費負担金、身

体障害児補装具交付負担金、障害者育成医療費負担金、障害児相談支援費負担金、これに

ついては４分の１分の負担で、障害児相談支援費負担金については６名分、子どものため

の教育・保育給付費負担金は保育所の運営費に係る負担金となります。

それから２３ページ、２項の道補助金１目の総務費補助金１節の総務管理費補助金です

が、地域づくり総合交付金４５１万円。これは空き家対策の補助金、それから十勝東北部

三町の移住サポートセンターに係る補助金が内訳でございます。

それから、無線システム普及支援事業補助金３,７４６万４,０００円は、上陸別地区に

設置する移動通信用鉄塔整備に係る補助金です。

２目の民生費補助金１節の社会福祉費補助金７６０万１,０００円は、重度心身障害者

医療費補助金から老人クラブ運営事業補助金までは例年どおりの計上でして、権利擁護人

材育成事業補助金１２５万７,０００円は資料ナンバー３５－２をつけておりますので、

後ほどごらんをいただきたいと思います。

それから、２節の児童福祉費補助金３４１万３,０００円は、学童保育所の運営に係る

補助金。

３目の衛生費補助金１節の保健衛生補助金、これはそれぞれ記載の補助金であります。

４目農林水産業費補助金、１節農業費補助金は、まずは農業委員会活動の補助金２９６

万９,０００円。

それから次、農業経営基盤強化資金利子補給費、中山間地域直接支払事業、大家畜特別

支援資金利子補給費、畜産経営維持緊急支援利子補給費、経営所得安定対策直接支払推進

事業、これらについては、例年ベースでの計上。それから、新規就農総合支援事業補助

金、これは青年就農給付金１名分の１５０万円。食料供給基盤強化特別対策事業７３０万
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６,０００円、これはパワーアップ事業、農業競争力強化基盤整備事業に係る受益者負担

の軽減、農家７.５％に対する北海道が８.７５％、それの７３０万６,０００円でござい

ます。

２節の林業費補助金４,９４３万４,０００円は、ここに記載のとおりの補助金でござい

ます。小規模治山事業補助金は弥生地区でございます。農村漁村地域整備交付金３２６万

７,０００円は陸離橋ほか６橋の橋りょう点検に係る補助金。

５目商工費補助金、これについてはここに記載の額でして、３項委託金、総務費委託金

から土木費委託金までは例年どおりの予算の計上でございます

１５款財産収入１項財産運用収入１目の財産貸付収入１節の土地建物貸付収入３,１０

２万７,０００円。これはそれぞれ実績ベースに応じた予算の計上でございます。

２節通信設備貸付収入９９５万３,０００円。これは光ファイバー網の貸付収入でし

て、５１２件分、２８年度当初が４６８件でしたから４４件ほど増となってございます。

それから、３節機械器具等貸付収入２５４万６,０００円、これはコントラへの貸付収

入２５４万６,０００円でして、これは歳出でいきいき産業支援基金に積立となります。

それから、２目の利子及び配当金３６０万４,０００円は、各基金の利子でして、これ

も基金積立となります。

それから、２項の財産売払収入１目の不動産売払収入、土地売払、建物売払、それぞれ

科目存置でございます。

それから次のページ、２目の物品売払収入、生産物売払収入、町有林素材売払と立木売

払ですが、これは資料ナンバー２３－１に記載がございますので、後ほどごらんをいただ

きたいと思います。

１７款の繰入金、これは基金からの繰入金です。財政調整基金で１億２,５００万円。

内訳は、説明欄に記載のとおりでございます。ふるさと整備基金から２,３４０万円、い

きいき産業振興基金から１億６４０万円、ふるさと銀河線跡地活用等振興基金から１,７

７０万円、町有林整備基金から３６０万円、地域福祉基金から３,４３０万円。

次のページ、公共施設等維持管理基金が４,６５０万円、学校給食センター管理運営基

金から２,０００万円、スポーツ振興基金から３０万円の３億７,７２０万円の基金の取り

崩しをしてございます。

１８款繰越金１項繰越金、前年度繰越金１,０００万円の計上ですが、これには、先ほ

ど歳出でも説明しましたけれども、２８年度分のコントラの機械貸付収入２００万円が一

般財源化となって繰越金の中に２００万円ほど含まれてございます。

それから、１９款諸収入の延滞金加算金及び過料、延滞金、加算金、それぞれここに記

載の額。

２項町預金利子は２１万９,０００円。

それから、３項貸付金元利収入１目家畜導入貸付金収入、優良家畜導入貸付金償還金

２,４５３万２,０００円。これは８月３１日の約定償還分でございます。
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２目貸付金元利収入の８,００１万９,０００円。説明はここに記載のとおり、例年どお

りの計上でございます。

３目の奨学資金貸付金収入５２万８,０００円は、高校生一人、高校、短大生が二人、

専門学校が一人、大学生が二人、合わせて６人分で計上でございます。

４項の受託事業収入、農業費受託事業収入は道営農地整備事業に係るトマム地区、第２

上陸別地区の事務費、監督員補助の委託料。土木費受託事業収入は道道除雪作業委託の収

入でございます。

３２ページ、５項雑入の３目の雑入１億４,３９７万円ですが、この中で３節の高齢者

福祉施設負担金７８万２,０００円、福寿荘入居者実費負担金と書いてございますが、代

替施設の旧みどりハイツ入居３名の８カ月分、４月から１１月分までの負担金でございま

す。

それから、４節学校給食費等１,１９９万６,０００円ですが、小学生が１００名、中学

生が４４名。ここで保育所の分が歳出では５７名でしたけれども、収入のほうでは５９名

と２名の違いが、相違が出ていました。これは所管する保健福祉センターと、それから教

育委員会、給食センターの連携ミスで数字が違うということであります。これはまさしく

初歩的な連携ミスでございまして、本来同じ人数で計上されなければならないわけですけ

れども、本当に申しわけなく思っているところでございます。今後このようなことがない

ように再度議会後に各課に周知徹底を図っていきたいと、そのように考えているところで

ございます。

５節電話使用料、それから６節電気等使用料については、例年どおりの計上でして、７

節雑入ですが、４行目に建物災害共済金９,７５９万８,０００円とございます。これは福

寿荘の火災に係る火災共済金でございます。歳出の建設費に対する特定財源として充当す

る考えでございます。

次のページ、町史売払代金から加工センター原材料代金までは例年どおりの計上でし

て、３５ページ、加工品等販売金２４５万２,０００円。これは鹿ジャーキー、しぐれ

煮、牛乳などの販売金。

ニトリ北海道応援基金助成金８６万円については、まず町有林の植栽用苗木代助成が７

２万円、それから町民植樹祭用が６万円、薬用植物の苗木代が６万円、それと民生委員協

議会で植栽をするということでその２万円がこの中に入ってございます。

それから、一番下の新農林業人材育成プログラム参加者負担金、これ１６万円となって

いますが、２９年度から一人当たり参加費２万円をいただくということで８人分、１６万

円を計上してございます。

次、３６ページからは２０款町債でございます。総務債、衛生債、農林水産業債、土木

債、消防債、民生債、臨時財政対策債と、合わせて５億４,９５０万円ほどの借り入れを

予定してございます。内訳については、ここに記載のとおり、説明欄に記載のとおりでご

ざいます。
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以上で、歳入終わりまして、７ページをお開きください。

７ページは、第２表債務負担行為でございます。

事項として、平成２９年度陸別町農業近代化資金利子補給、３０年度から３８年度ま

で、４６８万５,０００円。

それから、中小企業経営安定資金利子補給、３０年度から３９年度まで、１９４万円の

限度額。

それから、第３表地方債。

起債の目的、一般単独事業、防災対策事業ですが、弥生地区小規模治山事業８００万

円。

それから、過疎対策事業はここに記載のとおり、過疎地域自立促進特別事業から次の

ページの高齢者共同生活支援施設建設事業まで、過疎債として借り入れを予定してござい

ます。４億３,３５０万円でございます。なお、ここの過疎地域自立促進特別事業７,３０

０万円の充当事業一覧は資料ナンバー１８をつけておりますので、後ほどごらんをいただ

きたいと思ってございます。

あと、臨時財政対策債１億８００万円、合わせて５億４,９５０万円でございます。起

債の方法、利率、償還の方法はここに記載のとおりでございます。

以上で、議案第１７号の説明を終わりまして、次、議案第１８号の説明に移ります。

議案第１８号平成２９度陸別町の国民健康保険事業勘定特別会計予算は、次に定めると

ころによる。

歳入歳出予算。

第１条第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳

出予算」による。

歳出予算の流用。

第２条、地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の金

額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

第１号、保険給付費の各項に計上された予算額に過不足を生じた場合における同一款内

でのこれらの経費の各項の間の流用。

資料ナンバー６０に、国保会計予算比較表がありますので、後ほどごらんをいただきた

いと思います。

それでは、事項別明細書、歳出１２ページをお開きください。

１２ページ、歳出でございます。

１款総務費１項総務管理費１目一般管理費、９節の旅費から１３節委託料までは例年ど

おりの計上であります。

負担金補助及び交付金で３,１５８万３,０００円。国保連合会に１,５７８万８,０００

円の負担金。情報システム協議会に１,５７９万５,０００円の負担金でございますが、こ

れは平成３０年度からの国保制度広域化に伴う電算システム改修負担金でございまして、
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財源としては国、道の補助金が２,７７８万４,０００円ございます。

２５節積立金１万４,０００円は、基金の利子でございます。

２目の連合会負担金は、例年どおりの計上。

２項の徴税費、賦課徴収費も例年どおりの計上ですが、負担金で４１万１,０００円。

これは税滞納整理機構への負担金でございます。５人分２０６万７,３００円を税滞納整

理機構に引き継ぎを考えているところでございます。

それから、３項運営協議会費１目運営協議会費、報酬から旅費は例年どおりの計上でご

ざいます。

１４ページから２款保険給付費になります。

１項療養諸費１目の一般被保険者療養給付費２億１,５００万円。前年度より１,０００

万円の減額で計上。

２目の退職被保険者等療養給付費３００万円。前年度より２００万円減額の計上。

３目の一般被保険者療養費７００万円。前年度より１００万円の減額計上。一応この３

目については、減額計上、実績ベースでの減額計上を予定しておりますけれども、今後、

年度中に重病患者が発生した場合など、保険給付費に不足が見込まれる場合については、

補正なども考えていかなければならないというふうに思ってございます。

それから、４目退職被保険者等療養費については、前年同額の１５万円。５目審査支払

手数料６０万円も同額でございます。

２項の高額療養費、一般被保険者高額療養費２,８００万円も前年度同額。退職被保険

者の高額療養費はマイナス５０万円の計上。それから一般被保険者高額介護合算療養費、

退職被保険者等高額介護合算療養費は科目存置の１,０００円計上。

同じく３項移送費についても、それぞれ科目存置の計上でございます。

１６ページ、４項出産育児諸費１目の出産育児一時金１２６万円。これは３件分で計上

でございます。１件４２万円でございます。

それから、５項の葬祭諸費１目の葬祭費１０万円。これは１０件分の計上でございま

す。

３款の後期高齢者支援金等３,８５８万１,０００円の計上ですが、これは支払基金から

のシミュレーションに基づき計上しておりますが、算出根拠としては２９年度の概算額か

ら２年度前の概算額と精算額を差し引いた額との差額を計上するという算出方法になって

ございます。

それから、４款の前期高齢者納付金等、医療費拠出金１３万７,０００円。この負担金

についても同様の計算方法でございます。

それから、６款の介護保険納付金１,７３０万円。これも同様の算出根拠での計上でご

ざいます。

次のページになります。

７款共同事業拠出金１項共同事業拠出金、１目高額医療費拠出金１,６０９万３,０００
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円。これは国保連からの通知に基づいて計上をしております。３目保険財政共同安定化事

業拠出金８,６８３万５,０００円も同様に国保連からの通知によるものでございます。

４目の高額医療費共同事業事務費拠出金、５目の保険財政共同安定化事業事務費拠出

金、これは科目存置でございます。

８款保健事業費１項の特定健康診査等事業費１目特定健康診査等事業費３６６万２,０

００円の計上ですが、１３節委託料３４８万８,０００円ですが、共同電算業務、検診

データの管理でして３８０名分、健康診査等３３９万４,０００円については、特定健診

４０歳から７４歳まで３３５名分、あわせて二次検診、エコー検査で、頸動脈のエコー検

査ですが、４０件分でございます。

それから、２項の保健事業費１目の保健事業費ですが、報償費は国保ゲートボール大会

の記念品。１１節の印刷製本費はくらしのカレンダーの印刷。

それから、１３節委託料、各種予防接種７６万円は、インフルエンザの予防接種６５歳

以上７５歳未満の２００人分。それから高齢者肺炎球菌ワクチン接種４０人分でございま

す。

それから、健康診査等２７万５,０００円は、４０歳未満の方の３０人分の健康診査と

なってございます。

扶助費については償還払いでして、インフルエンザワクチン１０名分、それから２０

ページ、肺炎球菌５名分の予算。

９款諸支出金の１項償還金及び還付加算金３０万円でございます。

それから、２項の延滞金については、科目存置。

３項繰出金、４,１８０万４,０００円は直診会計への繰出金。これはへき地医療分でご

ざいます。

１０款予備費が３００万円、前年度同額の計上。

以上で歳出を終わりまして、歳入、７ページをお開きください。

７ページ、歳入です。

１款国民健康保険税、１目の一般被保険者国民健康保険税、一般の被保険者数は７２１

名で算出をしてございます。前年度が７４３名ですから、２２名の減となります。現年課

税分で８,３６４万１,０００円、これは所得増でございますが、電算によるシミュレー

ションで計算してございます。一般被保険者医療分で５,１９６万円１,０００円、５１万

４,０００円ほどの増。介護分については８７６万５,０００円で４０万９,０００円ほど

の減。高齢者支援分では２,２９１万５,０００円で７８万７,０００円の増となります。

滞納繰越分は１２９万４,０００円で、前年度より３４万円ほど増となってございま

す。

それから、２目の退職被保険者等国保税ですが、被保数は８人。前年度が１７人ですか

らマイナス９人でございます。６５万７,０００円、現年課税分で６４万９,０００円。滞

納繰越分で８,０００円です。



― 40 ―

それから、２款国庫支出金１項国庫負担金１目の療養給付費等負担金７,３６４万５,０

００円でございます。

２目高額医療費共同事業負担金４０２万３,０００円。これは、１,６０９万２,５１９

円の４分の１分でございます。

それから、３目特定健康診査等負担金５０万円。これは国庫からの負担金。これは道負

担金も同額となってございます。

それから、２項国庫補助金の１目財政調整交付金。まず財政調整交付金で普通調整交付

金が科目存置の１,０００円でございます。前年度から見ると９４９万９,０００円の減額

となります。特別調整交付金４,８８１万５,０００円。これは直診会計への繰出金４,１

８０万４,０００円も含んだ額となっております。

それから、２目の国民健康保険制度関係業務準備事業補助金１,３７６万２,０００円。

これは国保制度改革に関連するシステム改修費の補助金。

それから、３款療養給付費交付金については現年度分で１３０万８,０００円。これは

退職医療にかかわる交付金でございます。

次が、４款前期高齢者交付金ですが、６,５７２万２,０００円で、前年度と比較します

と５,１６２万９,０００円の減額となってございます。これは先ほども説明をしましたけ

れども、２９年度の概算額から２年度前の概算額と精算額を差し引いた額との差額でござ

いまして、これはどういうことかといいますと、まずは２７年度において概算と、それか

ら精算額の差がございます。それが２,１５２万３,２２５円の超過負担となってございま

して、今年度の概算額８,７２９万５,３８５円から、２,１５２万３,２２５円を引いた

６,５７７万２,１６０円の計上ということになります。したがって５,１００万円ほどの

歳入不足が生じるということになりますので、一般会計からの繰入金の増という形になっ

て収支を合わせるということになります。あわせて基金からの取り崩し金も１,０００万

円ほどございます。

それから、５款道支出金１項の道負担金、高額医療費共同事業負担金４０２万３,００

０円と、特定健康診査等負担金５０万円は国の負担金と同額でございます。

２項の補助金１目の財政調整交付金２,０９８万８,０００円。この中には広域に伴う、

国保税の改正に伴うシステム改修分の交付金７０１万２,０００円を含んでございます。

６款共同事業交付金１目共同事業交付金については、国保連よりの通知。

２目の保険財政共同安定化事業交付金８,９６２万３,０００円も国保連からの通知に基

づくものでございます。

１０ページ、７款財産収入の利子及び配当金、これは基金利子でございます。

８款繰入金１項他会計繰入金、一般会計繰入金７,０３７万４,０００円で、前年度から

見ると４,１３２万３,０００円ほどの増となってございます。

まず保険基盤安定繰入金２,０５４万４,０００円です。保険料軽減分で１,２７８万２,

１５０円。それから保険者支援分７７６万２,６８３円、合わせて２,０５４万４,８３３
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円の予算となります。

その他一般会計繰入金４,９８３万円。まず義務的な繰入金となります出産育児一時金

分、１件当たり４２万円の出産育児一時金ですが、その３分の２分の３名分８４万円。そ

れから事業分で１,２１７万５,０００円。今回、先ほど説明しました前期高齢者交付金の

大幅な減額に伴う財政対策分として３,６８１万５,０００円を、今回新規に計上してござ

います。

それから、８款繰入金、基金繰入金ですが、１,０００万円を取り崩しております。

９款繰越金は５００万円の計上。

それから、１０款諸収入１項延滞金加算金及び過料１目の一般被保険者延滞金から４目

の退職被保険者等加算金までは科目存置。

あわせて２項の雑入の１目一般被保険者第三者納付金から４目の退職被保険者等返納金

までは科目存置でございます。

５目雑入で６万円。これは健康診査等個人負担分で４０歳未満の分３０名分で６万円の

計上であります。

以上で議案第１８号の説明を終わりまして、議案第１９号の説明に入ります。

○議長（宮川 寛君） ２時１５分まで休憩いたします。

休憩 午後 １時５８分

再開 午後 ２時１５分

○議長（宮川 寛君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

佐々木副町長。

○副町長（佐々木敏治君） それでは引き続き、議案第１９号から説明をいたします。

議案第１９号、平成２９年度陸別町の国民健康保険直営診療施設勘定特別会計予算は、

次に定めるところによる。

歳入歳出予算。

第１条第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳

出予算」による。

一時借入金。

第２条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借り入れの最高額

は５,０００万円と定める。

まず資料ナンバー６１に直診会計の歳入歳出の予算資料をつけておりますので、後ほど

ごらんをいただきたいと思います。

それでは、事項別明細書、歳出１１ページをお開きください。

１１ページ、歳出です。

１款総務費１項施設管理費１目一般管理費ですが、職員の人件費に係る給与費明細書は

１９ページから２３ページまでつけておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思い

ます。
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２節給料から手当、共済費までは職員の人件費でございます。

次のページ、賃金、臨時看護師賃金７２５万５,０００円ございますが、今年度、人材

紹介所から１０カ月間、一人５カ月ずつ二人分派遣をしていただくということで、その賃

金が４２０万円と夜勤手当合わせて４４０万８,６００円を今回予算計上させていただき

ました。

人材紹介所の看護師に係る予算としては、まず共済費で社会保険料関係ですけれども、

１２８万８,０００円、それから賃金でただいま説明させていただきました、１,０００円

単位にしますと４４０万９,０００円、それから旅費で４０万円、需用費で１１万５,００

０円、１２節で手数料２０％、９５万３,０００円、合わせて７１６万５,０００円の人材

紹介所からの看護師に係る予算となります。

報償費から旅費、役務費、次のページまでは例年どおりの計上ですし、委託料も医療事

務までは例年どおりの計上です。

設備改修４７万円、これは金額は少額ですけれども、診療所のトイレの更新に伴う委託

料となります。

１４節ですが、１５ページ賃借料で、車両借り上げ料５８万１,０００円。これは臨時

医師の送迎に係るハイヤーの借り上げ料でして、池田駅まで、あるいは女満別空港までの

送迎になります。

それから、１５節工事請負費１０６万円。これは診療所改修ですが、屋上の防水工事と

なります。

それから、１９節までは例年どおりの計上です。

それから、２項の研究研修費ですが、これは旅費から１９節は例年どおりの計上。

２款医業費１項医業費１目の医療用機械器具費２０万円。４,４５５万６,０００円の減

額ですが、２８年度において御存じのとおり、マルチスライスＣＴ、購入しております。

３,４９９万２,０００円の減額。それから内視鏡のシステム８００万円の減額でありま

す。それが大きな要因でございます。

その次、２目医療用消耗器材費、これは例年どおりの計上です。

３目の医薬品費２,２３４万１,０００円。前年度から見ると８,１９４万１,０００円ほ

どの減額になります。これは院外処方、医薬分業の院外処方を昨年の１０月から実施して

おりますが、年間トータルするとこのぐらいの医薬品費で済むという推計の中で予算を計

上しております。

４目検査費３３１万２,０００円。それから、５目寝具費は例年どおりの計上です。

２項の給食費についても、例年どおりの計上となっております。

１８ページ、３款公債費１目元金、２目の利子ですが、元金では９９万２,０００円の

償還、利子では１４万１,０００円、うち一時借入金の利子が７万６,０００円ほどござい

ます。

なお、２４ページに地方債見込額調書をつけておりますので、後ほどごらんをいただき
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たいと思います。

以上で歳出を終わりまして、歳入、７ページをお開きください。

歳入、７ページです。

１款診療収入１項の入院収入ですが、１目の国民健康保険診療報酬収入から６目のその

他の診療報酬収入まで、１,７２４万円で２２６万円の減額。これは資料にもございます

けれども、患者数の減、それとあわせて院外処方実施に伴う減収が要因でございます。

それから２項の外来収入、同じく１目の国民健康保険診療報酬収入から６目その他の診

療報酬収入まで、トータルで次のページ７,５６４万円で、８,４３４万円ほどの減額と

なってございます。要因も患者数の減と院外処方によるもの。

それから、３項その他診療収入１目の諸検査等収入１,７５０万５,０００円の計上。

２款使用料及び手数料１項使用料、診療所使用料が３万７,０００円。それから、２項

手数料、１目文書料が７９万円。

それから、２目の請求事務取扱手数料２８万５,０００円。

それから、３款財産収入の財産運用収入、財産貸付収入、土地建物貸付収入４７万２,

０００円は、住宅３戸分の収入。

４款繰入金１項他会計繰入金、１目の一般会計繰入金１億５,４６９万５,０００円でし

て、前年度から見ると８９５万９,０００円ほどの減となります。内訳は説明欄記載のと

おり、財政対策分で１億５,２５７万８,０００円。起債償還分で１０５万７,０００円。

起債償還分については、前年度から見ると１,７９４万７,０００円ほどの減となってござ

います。

それから、施設等整備分で１０６万円。これは前年度から見ると、６９４万円ほどの減

となってございます。

それから、国保会計からの繰入金４,１８０万４,０００円、へき地診療所運営費分でご

ざいます。

５款繰越金については、前年度同額の１００万円を計上しております。

６款諸収入の雑入でございますけれども、１０ページに記載のとおり、４８７万３,０

００円ほどの予算を計上してございます。

７款道支出金と８款町債については、廃目となります。

以上で議案第１９号の説明を終わりまして、次、議案第２０号の説明に移ります。

議案第２０号平成２９年度陸別町の簡易水道事業特別会計予算は、次に定めるところに

よる。

歳入歳出予算。

第１条第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳

出予算」による。

地方債。

第２条、地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債の
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目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第２表地方債」による。

一時借入金。

第３条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額

は、５,０００万円と定める。

それでは事項別明細書、歳出１０ページをお開きください。

１０ページ、歳出であります。

給与費明細書は１９ページから２２ページにございますので、後ほどごらんをいただき

たいと思います。

１款総務費１目の一般管理費ですが、報酬から給料、共済費、旅費、需用費、役務費、

委託料、１８節、１９節まで例年どおりの計上ですが、備品購入費１５４万５,０００円

は、検針用ハンディーターミナル３台の更新でございます。

それから１２ページ、２７節公課費１２５万４,０００円は消費税でございまして、２

８年度の確定分が６５万６,０００円、２９年度の中間納付分が５９万８,０００円でござ

います。

２款施設費１項施設管理費１目の施設維持費２,９２８万１,０００円の計上ですが、旅

費から役務費までは例年どおりの計上でございます。委託料で１,５７５万円。施設設備

保守管理２９２万３,０００円。これは、この中に浄水場の計装機械の保守点検１３０万

４,０００円が含まれてございます。

その下、施設設備改修６１８万７,０００円。これは浄水場のパック注入ポンプ２台の

分解整備及びパック注入の配管改修、それから浄水場の高圧受電盤真空遮断機の更新業務

が内容でございます。

それから、施設設備等点検整備９４万５,０００円。これは資料ナンバー６２の上の図

に箇所図がありますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

工事請負費３２８万３,０００円。施設改修工事３２８万３,０００円ですが、これは配

水池内ののり面補修工事が内容でございます。

それから、２目の施設新設改良費３,３７６万７,０００円の計上でございます。

１４ページ、１３節委託料で、調査設計５２７万３,０００円。これはトマム地区配水

管の地質調査測量設計と浄水場の機器更新調査が内容でございます。

１５節の工事請負費２,８３２万６,０００円。配水管布設がえ３９２万円は、新町５号

通りですが、資料ナンバー６２の下の図面に箇所図をつけてございます。消火栓取りかえ

９２万円。これはしらかば苑地先の消火栓の取りかえ業務でして、資料ナンバー６３の下

の図面になります。

それから、機器更新２,０５２万円ですが、これは資料ナンバー６４をつけておりま

す。

それから、配水管新設２９６万６,０００円。これは町道通学道路の配水管ですが、資

料ナンバー６３の上の図に箇所図がございます。後ほどごらんをいただきたいと思いま
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す。

３款公債費、１目元金７,７７２万７,０００円、利子が２,４５１万２,０００円で、利

子には一時借入金利子２万８,０００円も含んでございます。

なお、２３ページに地方債見込額調書がありますので、後ほどごらんをいただきたいと

思います。

なお、４款予備費については、２００万円、前年同額でございます。

以上で歳出を終わりまして、歳入、７ページに移ります。

７ページ、歳入でございます。

１款使用料及び手数料１項使用料１目水道使用料５,３８０万円。水道使用料でござい

ますが、戸数は１,０６５戸、件数としては１,１２８件でございます。戸数は前年度から

見ると７戸の減、件数は９件の減でございます。

手数料の１目水道手数料です。１節の設計手数料、新設工事審査手数料が５件４万円。

その他工事審査手数料５件２万円です。

それから、２節指定手数料１万円は１件分でございます。

２款国庫支出金１項国庫補助金１目の簡易水道事業補助金６４８万円。これは、機器更

新事業の３分の１以内の補助金となります。

３款財産収入の物品売払収入。これは、科目存置でございます。

８ページ、４款繰入金、一般会計繰入金９,４４３万２,０００円。一般会計繰入金です

が、建設改良費分で５,１９６万２,０００円。財政対策分で４,２４７万円の内訳となっ

てございます。

５款繰越金については、前年同額の５０万円を計上してございます。

それから、６款諸収入の雑入ですが、２５１万５,０００円。まず下水道料金事務負担

金１３０万５,０００円は、下水道会計からの収入となります。それから消火栓整備等補

償費２９万円。これは消防費からの収入となります。それから、消火栓設備等保障費投資

充当分９２万円。これはしらかば苑地先の消火栓でございますが、これも消防費からの収

入となります。

７款町債１目の簡易水道事業債２,４２０万円。配水管整備事業１,１４０万円、機器更

新事業１,２８０万円で、それぞれ配水管整備、過疎債が５７０万円、簡易水道事業債が

５７０万円、機器更新、過疎債が６４０万円、簡易水道事業債が６４０万円となってござ

います。

以上で歳入を終わりまして、４ページをお開きください。

４ページ、第２表地方債でありまして、起債の目的、限度額、起債の方法、利率、償還

の方法とございますが、まず目的、過疎対策事業１,２１０万円、配水管整備事業で５７

０万円、機器更新事業で６４０万円、簡易水道事業で１,２１０万円、配水管整備事業で

５７０万円の、機器更新事業で６４０万円、合わせて２,４２０万円となります。

起債の方法、利率、償還の方法は、ここに記載のとおりでございます。
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以上で議案第２０号の説明を終わりまして、次、議案第２１号の説明に移ります。

議案第２１号、平成２９年度陸別町の公共下水道事業特別会計予算は、次に定めるとこ

ろによる。

歳入歳出予算。

第１条第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳

出予算」による。

地方債。

第２条、地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債の

目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第２表地方債」による。

一時借入金。

第３条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の最高額は５,００

０万円と定める。

それでは、事項別明細書、歳出９ページをお開きください。

９ページは歳出でございます。

給与費明細書、１５ページから１９ページまでございますので、後ほどごらんをいただ

きたいと思います。

１款総務費１項総務管理費１目一般管理費１,２５７万円の計上です。

給料から手当、共済費、次のページ、旅費、需用費、役務費、委託料、それから負担金

については、例年どおりの計上ですが、１９節で下水道料金事務負担金１３０万６,００

０円。これは先ほど簡易水道会計で説明しました簡易水道会計への負担金となります。

それから、公課費、消費税６２万８,０００円は、平成２８年度の確定分でございま

す。

２款施設費１項施設管理費１目の施設維持費５,０９０万５,０００円でございます。

需用費、役務費については例年どおりの計上でございます。

委託料４,２２１万９,０００円ですが、浄化センターの管理委託３,２９９万４,０００

円、施設設備改修１５０万円。これは公共ますの修繕業務２カ所分、緑町マンホールポン

プ場の修繕業務が内訳でございます。

それから、施設設備保守管理４３０万２,０００円は、浄化センターの自動スクリーン

破砕機及び脱臭ファン分解整備３９５万９,０００円を含んでございます。

管渠清掃３３７万３,０００円。これは下水道管渠調査清掃、防水処理業務３２７万３,

０００円を含んでございます。

それから、１５節２１０万円。これは次のページ、施設設備改修ですが、浄化センター

１階事務室の照明のＬＥＤ化工事、これについては、３０年度までの２年計画で実施する

こととしております。

３款事業費１項下水道整備費１目の下水道建設費、これは長寿命化計画に基づく浄化セ

ンターの機器更新事業でありまして、平成２７年度から３１年度までの５年計画でござい
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ます。

まず、１３節委託料９８万円は実施設計でして、浄化センター機器更新価格調査業務で

ございます。

１５節工事請負費８,２２４万５,０００円は、まず一つが汚水ますの設置等附帯工事１

２４万５,０００円。これは公共ます新設２カ所分。それから、機器更新で８,１００万

円。これは資料ナンバー６５に箇所図がございますので、後ほどごらんをいただきたいと

思います。

４款公債費１項公債費１目の元金３,５６５万４,０００円、２目利子が９１７万６,０

００円、利子の中には一時借入金利子２万８,０００円を含んでございます。

なお、地方債現在高見込額調書は２０ページにありますので、後ほどごらんをいただき

たいと思います。

５款予備費は１００万円、前年同額です。

以上で歳出を終わりまして、歳入、７ページをお開きください。

２、歳入です。

１款分担金及び負担金１項分担金１目の下水道事業分担金９５万円ですが、受益者分担

金であります。平成２７年度分が１２戸、２８年度分２６戸、合わせて３８戸分の分担金

です。

２款使用料及び手数料の下水道使用料２,６００万円ですが、８３８戸８６０件分でご

ざいます。前年度から見ると１戸増、件数としては３件の増となります。

２款使用料及び手数料の２項手数料、下水道手数料ですが、６万２,０００円。業者指

定手数料１件分１万円。それから、新設工事審査手数料５件分４万円。その他工事審査手

数料３件１万２,０００円です。

それから、３款国庫支出金の下水道事業補助金４,３７０万円ですが、これは浄化セン

ター機器更新事業に係る補助金４,３７０万円でございます。

４款繰入金１項他会計繰入金、一般会計繰入金８,４２８万円ですが、建設改良分で１

９万４,０００円、財政対策分で５,６８３万２,０００円、分流式下水道に要する経費２,

７２５万４,０００円でございます。この分流式下水道に要する経費は、昨年度当初予算

においても説明をさせていただきましたが、下水道会計における財政対策分となるけれど

も、下水道会計の収支を明確にすることを目的として算出されております。算出方法とし

ては、下水道使用料分担金だけでは下水道会計に収入不足を招くため、決算統計上より算

出することにしてございます。数値としては、２年度前の決算額から算出すると、そうい

う内容で今年度、分流式下水道に要する経費２,７２５万４,０００円の繰入金でございま

す。

５款繰越金については５０万円、前年同額でございます。

６款町債の下水道事業債３,７２０万円。特定環境保全公共下水道事業ですが、過疎債

で１,８６０万円、下水道事業債で１,８６０万円でございます。
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７款財産収入の物品売払収入は、科目存置でございます。

以上で歳入を終わりまして、４ページをお開きください。

４ページ、第２表地方債です。

起債の目的、限度額、起債の方法、利率、償還の方法ですが、起債の目的、過疎対策事

業、特定環境保全公共下水道事業１,８６０万円、それから下水道事業、同じく特定環境

保全公共下水道事業１,８６０万円、合わせて３,７２０万円でございます。

起債の方法、利率、償還の方法は、ここに記載のとおりでございます。

以上で議案第２１号の説明を終わりまして、次、議案第２２号の説明に移ります。

議案第２２号、平成２９年度陸別町の介護保険事業勘定特別会計予算は、次に定めると

ころによる。

歳入歳出予算。

第１条第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳

出予算」による。

歳出予算の流用。

第２条、地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の金

額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

第１号、保険給付費の各項に計上された予算額に過不足を生じた場合における同一款内

でのこれらの経費の各項の間の流用。

それでは、事項別明細書、歳出、１１ページをお開きください。

１１ページ、歳出です。

１款総務費１項総務管理費１目一般管理費、９節旅費から１２節までは例年どおりの計

上ですが、委託料、介護保険計画策定業務１６２万円の予算ですが、これはまず平成２９

年度は、第７期介護保険事業計画の策定に向けた日常生活圏域ニーズ調査業務をコンサル

に委託する予算でございます。３０年度から第７期介護保険事業計画がスタートしますの

で、その事前の準備としての日常生活圏域ニーズ調査業務でございます。対象は６５歳以

上の一般高齢者の方、それと要介護者とその家族の方、合わせて８００人を対象にしてお

りまして、アンケート調査をする予定でございます。要介護者につきましては、ケアマネ

が直接訪問する考えでございます。アンケートの内容でございますけれども、要介護者、

その家族、特にその家族の方の介護による離職をなくすという、今社会の流れがございま

すが、そういう家族等介護者の就労継続の実現に向けた考え方でアンケートがあるようで

す。在宅介護の実態調査が要介護者とその家族、それから一般６５歳以上の方について

は、介護予防の日常生活圏域ニーズ調査でございます。それらの結果については、回答を

受けて分析をしながら第７期計画に反映させていく内容となっているところでございま

す。

２項の賦課徴収費１目の賦課徴収費、需用費、役務費は例年どおりの計上。

３項介護認定審査会費１目の介護認定審査会費２８９万７,０００円。まず、役務費で
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手数料、主治医意見書料ですが、８７万５,０００円。在宅１６５名、施設入所２５名の

１９０名を見込んでございます。

それから１９節、次のページ、１９９万９,０００円。介護認定審査会運営費、これは

池北三町の認定審査会の負担金です。

２目の認定調査費、委託料７９万７,０００円は、認定調査、在宅１７５名、施設１５

名、合わせて１９０名の調査となります。

２款保険給付費１項介護サービス等諸費、１目居宅介護サービス給付費１億１,９００

万円。前年度から見ると、１,６００万円ほどの減となります。訪問介護から地域密着、

通所介護、デイサービスまで、おおよそ１１４名の人数となります。

それから、２目居宅介護サービス計画給付費７８０万円、４８件分でございます。

３目施設介護サービス給付費１億１,１００万円。特養が４２名、老健が１名、合わせ

て４３名分でございます。

それから１３ページ、４目居宅介護福祉用具購入費、７名分６３万円。

５目の居宅介護住宅改修費、６名分、１０８万円。

２項の介護予防サービス等諸費１目の介護予防サービス給付費２１０万円。これは１５

名分。

２目の介護予防サービス計画給付費１１２万円。これは２１名分。

３目の介護予防福祉用具購入費５４万円。これは６名分。

４目の介護予防住宅改修費９０万円。これは５名分を予定してございます。

１４ページ、３項その他の諸費１目の審査支払手数料２０万円。

４項の高額介護サービス等費１目の高額介護サービス費４１０万円は、４１名分。

２目の高額介護予防サービス費５万円は、１名分を見込んでございます。

５項の高額医療合算介護サービス等費１目の高額医療合算介護サービス費１６９万３,

０００円は、４１名分を見込んでございます。

２目高額医療合算介護予防サービス費１,０００円は、科目存置でございます。

６項の特定入所者介護サービス等費１目の特定入所者介護サービス費１,７９０万円、

４１名分。

それから、２目の特例特定入所者介護サービス費、それから４目の特例特定入所者介護

予防サービス費は科目存置。

それから３目の特定入所者介護予防サービス費５万円は、１名分を見込んでございま

す。

３款地域支援事業費１項介護予防・生活支援サービス事業費１目の介護予防・生活支援

サービス事業費８６９万９,０００円ですが、まず委託料で１７６万５,０００円、総合事

業委託料です。訪問型サービスＡのＮＰＯへの委託料、対象は月平均で５名、６８４回分

を見込んでございます。

１９節負担金補助及び交付金６９３万４,０００円。これは第１号の事業給付費でござ
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います。通所介護が延べ人員で２４８名、訪問介護が延べ人員で４８名、合わせて延べ人

員で２９６名分を見込んでございます。

２目の介護予防ケアマネジメント事業費１５万８,０００円ですが、町へ３名分の委託

料。

それから、２項の一般介護予防事業費、１目の一般介護予防事業費４５万９,０００

円。

需用費で印刷製本費９万８,０００円は、２９年度の介護保険料のお知らせ。

それから、１３節８万円は、ふまねっと運動、社協への委託料となってございます。

それから、３項包括的支援事業・任意事業１目の包括的・継続的ケアマネジメント支援

事業費１０６万２,０００円。

９節の旅費、需用費、１９節の６万７,０００円。これは研修会出席に係る旅費、テキ

スト代、負担金でございます。

それから、１３節４８万円。介護予防サービス計画作成料９名分でございます。

それから、２目の任意事業費２０１万１,０００円。

需用費７,０００円、消耗品ですが、認知症サポーター養成講座用の消耗品。

それから、役務費の通信運搬費５万３,０００円は、見守りネットワークＧＰＳつきの

無線発信機貸与通信料。手数料、成年後見制度利用支援申立費、１名の見込みということ

で計上してございます。

委託料が１２９万円。任意事業ですが、ＮＰＯには家族介護教室１０万円、社協に介護

用品給付事業３９万円、給食サービス事業８０万円が内容でございます。

扶助費で５５万２,０００円。地域生活支援費ですが、成年後見制度利用報酬助成で在

宅１名、施設１名、一応、利用者２名を見込んで予算を計上しております。

３目の認知症総合支援事業費１６万３,０００円、これは旅費、需用費、負担金とも研

修会出席に係る予算となってございます。

４項その他諸費１目審査支払手数料３万５,０００円。これは５４４件、国保連への支

払い。

それから、４款基金積立金１,０００円。これは利子分でございます。

それから、５款諸支出金の１項償還金及び還付加算金１目の第１号被保険者保険料還付

金１５万円。

２目の介護給付費負担金等返還金１,０００円。これは科目存置でございます。

６款予備費は前年度同額１００万円を計上いたしました。

以上で歳出を終わり、歳入、７ページをお開きください。

２、歳入であります。

資料ナンバー６６に介護給付費財源充当一覧、それから、資料ナンバー６７、地域支援

事業財源充当資料をつけておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

１款介護保険料１項介護保険料１目第１号被保険者保険料、被保数は９３１人で見込ん
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でございます。現年度分４,８７１万７,０００円。普通徴収保険料４２６万５,０００

円。これは９１名分。それから、特別徴収保険料４,４４５万２,０００円。これは８４０

名分を見てございます。それから、滞納繰越分は１５万円。

２款国庫支出金１項国庫負担金１目の介護給付費負担金４,８０８万２,０００円の計

上。

それから、２項の国庫補助金、１目調整交付金２,４７９万９,０００円。調整交付金で

すが、まず財政調整交付金２,４３４万３,０００円。総合事業交付金が５％分４５万６,

０００円の計上です。

それから、２目の地域支援事業交付金２９０万６,０００円、現年度分ですが。介護予

防・日常生活支援総合事業１８３万３,０００円、これは２０％分。介護予防・日常生活

支援総合事業以外の地域支援事業１０７万３,０００円、３９％分。

それから、３款道支出金１項道負担金、介護給付費負担金３,９０６万６,０００円の計

上となります。

それから次のページ、２項道補助金１目の地域支援事業交付金１６８万１,０００円。

介護予防・日常生活支援総合事業１１４万５,０００円は１２.５％分。介護予防・日常生

活支援総合事業以外の地域支援事業５３万６,０００円は１９.５％分。

４款支払基金交付金１目の介護給付費交付金７,５０８万４,０００円。現年度分です

が、介護給付交付金として計上７,５０８万４,０００円。

それから、２目の地域支援事業支援交付金２５６万７,０００円、現年度分、２８％分

の計上。

それから、５款財産収入１項財産運用収入１目の利子及び配当金１,０００円。これ

は、基金の利子でございます。

６款繰入金１項他会計繰入金１目の一般会計繰入金４,２７８万７,０００円。１節介護

給付費繰入金３,３５１万６,０００円、１２.５％分。２節事務費繰入金が６８３万９,０

００円。３節地域支援事業繰入金１７０万円。まず介護予防日常生活支援総合事業１２.

５％分、１１４万５,０００円と事務費分１万３,０００円。

同じくその下、９ページですけれども、介護予防・日常生活支援総合事業以外の地域支

援事業分５４万２,０００円。１９.５％分の５３万６,０００円と事務費分６,０００円の

内訳となってございます。

それから、４節の低所得者保険料軽減繰入金７３万２,０００円は、２４９名分でござ

います。

６款繰入金２項基金繰入金１目の介護給付費準備基金繰入金１２４万７,０００円。こ

れは基金の取り崩しでございます。

７款繰越金は１,０００円。科目存置。

８款諸収入、１項延滞金及び過料、第１号被保険者延滞金、第１号被保険者過料、これ

は科目存置でございます。
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それから、２項の預金利子、預金利子１,０００円。これも科目存置。

１０ページ、８款諸収入３項雑入、１目滞納処分費、２目第三者納付金、３目返納金に

ついては科目存置。

４目雑入６５万６,０００円は、介護扶助審査判定業務費４８万円、これは国保連か

ら。

その下、総合事業利用者負担金１７万６,０００円は、ＮＰＯから入ってくる訪問型

サービスＡに係る利用者負担金であります。

以上で議案第２２号を終わりまして、次、議案第２３号の説明に移ります。

議案第２３号、平成２９年度陸別町の後期高齢者医療特別会計予算は、次に定めるとこ

ろによる。

歳入歳出予算。

第１条第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳

出予算」による。

それでは、資料の修正版、ナンバー６８をお開きください。

最後ですので、ひとつよろしくお願いいたします。

修正版ナンバー６８は、２９年度陸別町後期高齢者医療特別会計のフロー図でございま

す。

左側が一般会計、右側が後期高齢者医療特別会計になっておりまして、これはお金の流

れを示してございます。

まず、一般会計の歳入において、保険基盤安定負担金、これは道の負担金ですけれど

も、１,０２９万５,０００円が入ってきます。内訳は１,３７２万７,２９４円の４分の３

分が歳入で入ってきまして、歳出で保険基盤安定繰出金、歳入と同額の、ここ１,０００

円単位ですが、１,３７２万８,０００円、円単位では歳入と同額の１,３７２万７,２９４

円となります。内訳は、先ほど歳入で説明した道が４分の３、町が４分の１となります。

それから、事務費繰出金、これは広域連合の事務費負担分１８０万３,０００円です。

それから、事務費繰出金（予防接種分、一般事務費分、予備費分）算出根拠としては、

経費２６９万円から収入６１万円を引くということになりますが、この金額は後期高齢者

特別会計の歳出側、右側です。下から二つ、一般管理費（予防接種費、一般事務費）２３

９万円、それと予備費３０万円、これを合わせた２６９万円となります。それから収入の

６１万円を引くことになりますが、これは後期高齢者医療特別会計の歳入の一番下、その

他の収入、計６１万円とございます。これを引いた額２０８万円。この三つ、保険基盤安

定繰出金と事務費繰出金、事務費繰出金、この三つを合わせた１,７６１万１,０００円が

一般会計から後期高齢者医療特別会計のほうに繰り出す形になります。

一般会計の歳出のほうで、下のほうに療養給付費負担金３,９３０万７,０００円とござ

いますが、これは一般会計から直接広域連合のほうに支出をすることになります。

それで今度は、後期高齢者医療特別会計のほうになります。
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歳入では、今言った保険基盤安定繰入金、事務費繰入金、事務費繰入金２０８万円、こ

れが一般会計から１,７６１万１,０００円入ってきます。それと、保険料２,３００万円

が入ってきます。それから、保険料還付金、還付加算金、これは広域連合から入ってき

て、歳出の保険料還付金から還付加算金と歳入歳出同額となります。それで歳入のその他

の収入を合わせて４,１３３万１,０００円の歳入の予算となります。

今度、後期高齢者医療特別会計の歳出のほうになります。

歳入で１,７６１万１,０００円の繰入金がございました。そこに歳出で書いてあるとお

り、広域連合の負担金１,３７２万８,０００円と、広域連合の負担金、事務費分１８０万

３,０００円、保険料２,３００万円、これを合わせた３,８５３万１,０００円が、この歳

出の上の三つですね。これ合わせたものが広域連合への納付金となります。

保険料還付金、加算金、一般管理費、予備費、これ合わせて４,１３３万１,０００円の

予算、歳入歳出同額の予算と、こういうお金の流れになっていると。そういうことで御理

解をいただきたいと思います。

それでは、予算書の歳出、９ページをお開きください。

３、歳出。

１款総務費１項総務管理費１目一般管理費２３９万円。旅費から扶助費までは、例年ど

おりの計上です。

委託料１７６万３,０００円のうち、健康診断等５５万円は６０人分。各種予防接種１

２０万円は、インフルエンザ４００人分でございます。

それから、２０節扶助費、これは償還払いですが、インフルエンザワクチン接種費助成

２０人分７万６,０００円です。

２款の後期高齢者医療広域連合納付金３,８５３万１,０００円でございます。先ほど説

明した保険料２,３００万円、保険基盤安定分１,３７２万８,０００円と事務費負担金１

８０万３,０００円となってございます。

１０ページになります。

３款諸支出金１項償還金及び還付加算金１目の保険料還付金１０万円、２目の還付加算

金１万円、これはそれぞれ歳入同額となってございます。４款予備費は３０万円を計上い

たしました。

以上で、歳出を終わりまして、歳入、７ページに移ります。

７ページは、歳入でございます。

１款後期高齢者医療保険料、特別徴収保険料１,２３７万４,０００円。後期高齢者医療

保険料は被保数が５５０人で予算を計上してございます。被保数５５０人、前年度から見

ると１９人の減となります。

１目特別徴収保険料１,２３７万４,０００円、率としては５３.８％になります。

それから、２目の普通徴収保険料１,０６２万６,０００円、率としては４６.２％とな

ります。
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２款の使用料及び手数料の証明手数料１,０００円、これは科目存置でございます。

３款繰入金１項他会計繰入金１目の事務費繰入金３８８万３,０００円ですが、まず広

域連合への事務費分１８０万３,０００円。それから、事務費分、一般管理費と予備費合

わせた２６９万円、合わせて４４９万３,０００円ですが、それからその他の収入６１万

円を引いた３８８万３,０００円が繰入金として入ってきます。

それから、２目の保険基盤安定繰入金１,３７２万８,０００円が歳入歳出と同額でござ

います。それで、繰入金の総額が１,７６１万１,０００円となります。

それから、４款繰越金は１,０００円、科目存置として計上してございます。

それから８ページ、５款諸収入１項延滞金及び過料１目の延滞金１,０００円、科目存

置でございます。

５款諸収入２項償還金及び還付加算金１目の還付加算金１万円。２目保険料還付金１０

万円。これは広域連合からの補填分ということで歳入歳出同額となります。

それから、３項雑入１目雑入３５万７,０００円。これは広域連合からの健診に係る助

成金でございます。

それから、６款広域連合支出金１目の広域連合交付金２５万円。これはすこやか推進事

業補助金でして、インフルエンザ予防接種に対する助成金でございます。

以上、議案第１７号から議案第２３号まで、説明をさせていただきました。

以後、御質問によってお答えをしたいと思っておりますので、御審議のほどよろしくお

願い申し上げます。

以上です。

○議長（宮川 寛君） 副町長におかれましては、大変御苦労さまでございました。

────────────────────────────────────

◎延会の議決

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） お諮りします。

本日の会議は、これにて延会し、次の会議は３月１３日としたいと思います。御異議あ

りませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 異議なしと認めます。

───────────────────────────────────

◎延会宣告

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） 本日はこれにて延会いたします。

延会 午後 ３時 ６分


